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大山町告示第５９号 

 

平成２６年第２回大山町議定例会を次のとおり招集する 

 

平成２６年３月３日 

                        大山町長 森田 増範 

 

１ 日  時  平成２６年３月６日 午前１０時 

２ 場  所  大山町役場議場 

 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

加 藤 紀 之         大 原 広 巳 

大 杖 正 彦         圓 岡 伸 夫 

遠 藤 幸 子         米 本 隆 記 

大 森 正 治         杉 谷 洋 一 

野 口 昌 作         近 藤 大 介 

西 尾 寿 博         吉 原 美智恵 

岩 井 美保子         岡 田   聰 

西 山 富三郎          野 口 俊 明  

  

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

なし 

─────────────────────────────── 
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──────────────────────────────────────── 

第 ２ 回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日） 

平成２６年３月６日（木曜日） 

──────────────────────────────────────── 

議 事 日 程 

平成２６年３月６日 午前10時 開議 

１ 開会（開議）宣告  

１ 議事日程の報告  

日程第  1 会議録署名議員の指名について 

日程第  2 会期の決定について 

日程第  3 諸 般 の 報 告 

日程第  4  施政方針の説明について 

日程第  5  議案第 7 号 大山町保育所条例の一部を改正する条例について 

日程第  6  議案第  8 号 大山町社会体育施設条例の一部を改正する条例について 

日程第  7  議案第  9 号 大山町過疎地域自立促進計画の変更について 

日程第  8 議案第 10 号 大山町一の谷・大谷・下槇原辺地に係る総合整備計画の策定

について 

日程第  9 議案第 11 号 大山町赤松辺地に係る総合整備計画の策定について 

日程第 10 議案第 12 号 大山町神田・渡道辺地に係る総合整備計画の策定について 

日程第 11 議案第 13 号 大山町退休寺・高橋辺地に係る総合整備計画の策定について 

日程第 12 議案第 14 号 大山町豊房辺地に係る総合整備計画の変更について  

日程第 13  議案第 15 号 町道路線の認定について（町道夕陽の丘神田線） 

日程第 14  議案第 16 号 町道路線の変更について（町道番田線） 

日程第 15  議案第 17 号 町道路線の廃止について（町道豆谷線） 

日程第 16  議案第 18 号 町道路線の認定について（町道豆谷1号線） 

日程第 17  議案第 19 号 町道路線の認定について（町道豆谷2号線） 

日程第 18  議案第 20 号 町道路線の変更について（町道旧奈和北線）  

日程第 19 議案第 23 号 平成 26 年度大山町一般会計予算 

日程第 20 議案第 24 号 平成26年度大山町土地取得特別会計予算  

日程第 21 議案第 25 号 平成 26 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

日程第 22 議案第 26 号 平成 26 年度大山町開拓専用水道特別会計予算 

日程第 23 議案第 27 号 平成 26 年度大山町情報通信事業特別会計予算 

日程第 24 議案第 28 号 平成 26 年度大山町夕陽の丘神田特別会計予算 

日程第 25 議案第 29 号 平成 26 年度大山町簡易水道事業特別会計予算 

日程第 26  議案第 30 号 平成 26年度大山町国民健康保険特別会計予算 
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日程第 27 議案第 31 号 平成 26年度大山町国民健康保険診療所特別会計予算 

日程第 28 議案第 32 号 平成 26年度大山町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 29 議案第 33 号 平成 26年度大山町介護保険特別会計予算  

日程第 30 議案第 34 号 平成 26 年度大山町農業集落排水事業特別会計予算 

日程第 31 議案第 35 号 平成 26 年度大山町公共下水道事業特別会計予算  

日程第 32 議案第 36 号 平成 26 年度大山町風力発電事業特別会計予算  

日程第 33 議案第 37 号 平成 26 年度大山町温泉事業特別会計予算  

日程第 34 議案第 38 号 平成 26 年度大山町宅地造成事業特別会計予算  

日程第 35 議案第 39 号 平成 26 年度大山町索道事業特別会計予算 

日程第 36 議案第 40 号 平成 26 年度大山町水道事業会計予算 

日程第 37 議案第 41 号 平成 25年度大山町一般会計補正予算（第9号） 

日程第 38  議案第 42 号 平成 25 年度大山町土地取得特別会計補正予算（第 1 号） 

日程第 39  議案第 43 号 平成 25 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正

予算（第 1 号） 

日程第 40  議案第 44 号 平成 25 年度大山町開拓専用水道特別会計補正予算（第 1 号） 

日程第 41  議案第 45 号 平成 25年度大山町情報通信事業特別会計補正予算（第2号） 

日程第 42  議案第 46 号 平成 25 年度大山町夕陽の丘神田特別会計補正予算(第 2 号) 

日程第 43  議案第 47 号 平成 25 年度大山町国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第 44  議案第 48 号 平成 25 年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算

（第 3 号） 

日程第 45  議案第 49 号 平成 25 年度大山町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第 1 号） 

日程第 46  議案第 50 号 平成 25 年度大山町介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第 47  議案第 51 号 平成 25 年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算 

（第 3 号） 

日程第 48  議案第 52 号 平成 25 年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第 2 号） 

日程第 49  議案第 53 号 平成 25 年度大山町風力発電事業特別会計補正予算（第 1 号） 

日程第 50  議案第 54 号 平成 25 年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第 3 号） 

日程第 51  議案第 55 号 平成 25 年度大山町宅地造成事業特別会計補正予算（第 2 号） 

日程第 52  議案第 56 号 平成 25 年度大山町水道事業会計補正予算（第 3 号） 

日程第 53 議案第 21 号 公の施設の指定管理者の指定について（大山町福祉センター

なかやま及び大山町保健福祉センターだいせん） 

日程第 54 議案第 22 号 公の施設の指定管理者の指定について（大山町観光交流セン

ター） 
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     ─────────────────────────────── 

本日本日本日本日のののの会議会議会議会議にににに付付付付したしたしたした事件事件事件事件    

議事日程に同じ 

     ─────────────────────────────── 

出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（16161616 名名名名））））    

１番 加 藤 紀 之     ２番 大 原 広 巳 

３番 大 杖 正 彦     ４番 遠 藤 幸 子  

５番 圓 岡 伸 夫     ６番 米 本 隆 記 

７番 大 森 正 治     ８番 杉 谷 洋 一 

９番 野 口 昌 作    １０番 近 藤 大 介    

１１番 西 尾 寿 博    １２番 吉 原 美智恵      

１３番 岩 井 美保子    １４番 岡 田   聰 

１５番 西 山 富三郎    １６番 野 口 俊 明   

     ─────────────────────────────── 

欠席議員欠席議員欠席議員欠席議員（（（（なしなしなしなし））））    

     ─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名    

局長 ……………………小 谷 正 寿   書記 ……………………中 井 晶 義 

     ─────────────────────────────── 

説明説明説明説明のためのためのためのため出席出席出席出席したしたしたした者者者者のののの職氏名職氏名職氏名職氏名    

町長 ……………………森 田 増 範   教育長 ………………  山 根   浩 

副町長 …………………小 西 正 記 

教育次長兼学校教育課長 …………………………………………………  齋 藤   匠 

総務課長 ………………酒 嶋   宏   社会教育課長 ………… 手 島 千津夫    

中山支所総合窓口課長 杉 本 美 鈴   幼児教育課長 ………… 林 原 幸 雄  

大山支所総合窓口課長 門 脇 英 之   企画情報課長 ………… 戸 野 隆 弘 

税務課長兼滞納対策室長… 野 間 一 成 （午前欠席 14時50分着席、15時45分退席）  

 建設課長 ……………… 野 坂 友 晴 

農林水産課長兼農業委員会事務局長 ……………………………………… 山 下 一 郎 

水道課長 ………………白 石 貴 和   福祉介護課長 ………… 持 田 隆 昌 

観光商工課長 …………福 留 弘 明   保健課長 ……………… 後 藤 英 紀 

観光商工課参事 ………齋 藤   淳   人権推進課長…………… 松 田 博 明    

地籍調査課長 …………種 田 順 治   住民生活課長 ………… 森 田 典 子    

代表監査委員 …………後 藤 洋次郎 （午後 欠席）  

会計管理者 …………… 岡 田   栄 （15時45分 退席）  
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────────────────・───・───────────────── 

午前10時 開会 

○局長（小谷 正寿君） 互礼を行います。一同起立。礼。着席。 

────────────────・───・───────────────── 

開会・開議・議事日程 

○議長（野口 俊明君） おはようございます。 

ただいまの出席議員は16人です。定足数に達しておりますので、平成26年第2回

大山町議会定例会を開会します。これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。これから、議長及び町長の諸

般の報告、施政方針の説明のあと、町長から本定例会に提出されました各議案の

提案理由の説明を受けますが、日程第 37、議案第 41 号 平成 25 年度大山町一般

会計補正予算（第 9 号）から、日程第 52、議案第 56 号 平成 25 年度大山町水道

事業会計補正予算（第 3 号）までの補正予算関係の 16 議案についてと日程第 53、

議案第 21 号 公の施設の指定管理者の指定について（大山町福祉センターなかや

ま及び大山町保健福祉センターだいせん）、及び日程第 54、議案第 22 号 公の施

設の指定管理の指定について（大山町観光交流センター）は、本日質疑、討論、

採決まで行いますので、よろしくお願いいたします。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第1 会議録署名議員の指名について 

○議長（野口 俊明君） 日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定によって、2番 大原広巳

君、3番 大杖正彦君を指名いたします。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第2 会期の決定について 

○議長（野口 俊明君） 日程第 2、「会期の決定について」を議題にします。お諮

りします。本定例会は、本日から 3 月 25 日までの 20 日間にしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり 〕 

○議長（野口 俊明君）     異議なしと認めます。したがって、会期は本日から 3 月

25 日までの 20 日間に決定しました。 

────────────────・───・───────────────── 

日程第3 諸般の報告について 

○議長（野口 俊明君） 諸般の報告について、日程第 3、諸般の報告を行います。 

  地方自治法第 121 条第 1 項の規定により、本会期中の会議に説明のため出席を

求めた者の職・氏名は、お手元に配布の議案説明員報告書のとおりであります。 
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次に、監査委員から、お手元に配布のとおり、例月出納検査結果の報告があり

ました。検査資料は、事務局にありますので閲覧してください。 

  本日までに受理した請願及び陳情は、お手元に配付しました請願文書表・陳情

文書表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託しましたので、報告いたしま

す。12 月定例会において可決された意見書は､12 月 25 日に関係方面へ提出いたし

ました。本定例会に町長から提出された議案は、お手元に配布の提出案件表のと

おりであります。 

次に、町長から、政務報告、報告第 1 号 長期継続契約締結の報告について、及

び、報告第 2 号 議会権限に属する事項中、町長において専決処分すべき事項に係

る報告についての計 3 件の報告の申出があります。これを許します。町長 森田

増範君。 

○町長（森田 増範君） おはようございます。本日からの 3 月定例議会よろしく

お願い申し上げます。 

それでは政務報告といたしまして、12 月定例議会以降におけますところの各種

事務事業の取組み状況につきまして、その主なものを報告申し上げます。 

総務課関係であります。 

区長会の開催につきまして、1 月 12 日（日曜日）に 26 年初区長会を開催いたし

ました。町内 10 ブロックのブロック会長、中山・名和・大山の各地区会長を決定

し、さらに区長会長に名和地区の濵﨑 俊英さんを互選いただいたところであり

ます。自主防災組織による地域ぐるみの取組の強化や、まちづくり地区活動など

の取組みを中心に説明をさせていただき、ご理解とご協力をお願いいたしたとこ

ろであります。 

次に企画情報課関係であります。 

まず１点目に地域自主組織「やらいや逢坂」の設立についてであります。町で

は、住民主体によりますまちづくりの推進のため、各地区において地域づくり活

動を継続的に取り組んでいただくための地域自主組織の育成を図ってきたところ

であります。逢坂地区におかれましては、きたる 3 月 9 日に地域自主組織「やら

いや逢坂」が設立される運びとなりました。 

 これは、一昨年に設立されました高麗地区の「ふれあいの郷 かあら山」に続くも

のでありまして、2 例目となります。他の地区におきましても、このような組織の

設立に向け、引き続き支援を行ってまいりたいと考えております。 

  2 点目に「未来づくり 10 年プラン」策定業務についてであります。この計画策

定業務につきましては、着手以降、業務を委託しております studio‐L との綿密

な打ち合わせを踏まえ、一部住民団体等のヒヤリングの調査や、全職員対象の意

識改革研修会、及び素案策定に参画する若手職員の研修会等をおこなってまいり
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ました。また、さる 2 月の 22 日には「未来づくり 10 年プラン」策定についての

「住民説明会」を開催いたしたところでございます。そして 10 代から 70 代まで

の幅広い年齢層から、当初の予定を大幅に上回りますところの約 70 名の方に参加

をいただきました。今後も計画策定のプロセスにおきまして若い方々を含めでき

るだけ多くの皆様に主体的にかかわっていただけるよう、配慮をし、地域づくり

に向けての人材発掘にもつなげてまいりたいと考えております。 

次に人権推進課関係であります。 

１点目に平成 25 年度大山町みんなの人権セミナーについてであります。同和問

題をはじめ、あらゆる人権問題の正しい理解と認識を深め、自分とのかかわりを

考える機会とするとともに、実践活動に向けた資質の育成向上を図ることを目的

として、町民及び町内事業所勤務者を対象に７回実施をいたしました。延べ参加

者数は、312 人でありました。 

2 点目に平成 25 年度人権・同和問題小地域懇談会の実施についてであります。 

 今年度の小地域懇談会は「話し合いでわかる差別のからくり」これをテーマとし、

さまざまな人権問題の背景や原因を探り、共通の課題、人権侵害について考え、

住民として何ができるのか、地域の人間関係づくりにつなげるということをねら

いとして実施をいたしました。167 集落のうち 160 集落で実施し、1,195 人の参加

をいただいたところであります。 

3 点目に大山町人権意識調査についてであります。これからの人権施策を検討す

るための資料として町内に住む 20 歳以上の方の中から 1,000 名の方を無作為抽出

し、2 月上旬に調査用紙を発送しました。3 月 5 日を回答期限といたしているとこ

ろでございます。 

次に住民生活課関係であります。 

1 点目に焼却施設修繕工事についてであります。名和クリーンセンター焼却設備

等修繕工事を、内海プラント株式会社が請負、施工中であります。    

2 点目に消費生活相談などの充実についてであります。平成 25 年 10 月から、県

の補助事業により NPO 法人に業務を委託をし、毎月第１火曜日に専門相談員を配

置する相談日を設けました。今年度 1 月末までに、県と町で受けた町内の相談総

件数は 168 件で、前年同期に比べて 42 件、約 33 パーセント増加いたしました。

そのうち町で受けた相談件数は 40 件で、前年同期の 18 件に比べて 2 倍を上回り

ました。今後も、住民の方に、町の消費生活相談の窓口を身近なものにしていた

だき、被害防止につながるよう、町報や無線放送で啓発し、出前講座などの推進

にも取り組んでまいります。    

次に保健課関係であります。１点目に食生活改善推進員の養成についてであり

ます。食生活改善推進員さんは、家庭や地域に向けて食と健康に関する正しい知
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識を伝えていく重要な役割を担っていただいており、現在 420 人が大山町でご活

躍中であります。町では毎年、食生活改善推進員養成講座を開講し、新しい推進

員さんを養成しており、今年度は 7 人が受講されまして、12 月 19 日に全員に修了

証書をお渡しいたしました。今後、新しい推進員さんを含め、地域での食生活改

善や食育推進の担い手としてのご活躍を期待しているところであります。 

2 点目に第 3 回大山町心の健康フェアの開催についてであります。2 月 23 日、

保健福祉センターなわを会場に、およそ 150 名の皆さんにご来場いただきました。 

フェアは、「守ろう、大切な命」これをテーマに、つちやかおりさん、そして豊島

美由紀さんによるトークショー、また人形劇など、子どもから大人まで、本町の

精神保健の取り組みの一端にふれていただきました。 

次に福祉介護課関係であります。 

小地域保健福祉活動の推進についてであります。本町では町の社会福祉協議会

と連携し、集落または自治会において、助け合いや支え合いによる健康で生きが

いのある地域づくりを進めているところであります。その実現に向けた支援施策

として、平成 23 年度から「小地域保健福祉活動支援事業」を実施をいたしており、

今年度は、2 月現在で 44 の集落や集落を基盤とするグループが、この事業に取り

組まれているところであります。この活動をさらに広めていただくために、去る 2

月 8 日（土曜日）に、各集落の保健推進員と福祉推進員の合同研修会を開催いた

しました。また研修会には民生児童委員も加わっていただき、180 名の委員さんが

出席され、「ご近所福祉クリエーター」の酒井 保さん、この方のご講演と、この

事業に取り組んでおられますところの町内二つの集落の事例発表を聞いていただ

き、地域での支え合いの大切さと、この事業についての理解を深めていただいた

ところであります。今後の活動に期待いたすところであります。 

次に農林水産課関係であります。 

１点目に、野生鳥獣被害防止事業についてであります。本年度 1 月末現在で、

猪 220 頭、ヌートリア 34 頭、鹿 4 頭の捕獲実績で昨年に比べ猪は 55 頭の増、鹿

は初めての捕獲となり、また、ヌートリアにおきましては昨年 7 月の講習会受講

者による捕獲もございました。増加したところであります。なお、農作物等の被

害は依然として発生しておりまして、今後も猟友会等と連携して駆除に努めてま

いりたいと存じます。 

2 点目に耕作放棄地対策であります。本年度の耕作放棄地再生利用推進事業では、

13.12 ヘクタールの農地を再生し、平成 20 年度からのモデル事業を含めますと

94.32 ヘクタールとなりました。なお、農業委員会が毎年実施をいたしております

ところの農地パトロール、これでは、24 年が 95 ヘクタール、25 年が 116 ヘクタ

ールの荒廃農地を確認いたしているところであり放棄地の増加傾向にあるところ
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であります。今後とも新規就農や担い手の確保等に努めて、農地の保全に取り組

んでまいりたいと存じます。 

次に観光商工課関係であります。 

1 点目のスキー場の営業状況についてであります。だいせんホワイトリゾートと

して 4 年目となりました今シーズンは、安定した積雪に恵まれてはおりますが、

週末の雪によりますところの高速道路の閉鎖等の影響を受け、入り込み客数の増

加につながっていないところであります。残された期間、積極的なＰＲ等を展開

して昨年度実績に上積みできるよう協力してまいりたいと存じます。 

2 点目に山陰道開通後の道の駅の状況についてであります。昨年 12 月に山陰 

道町内区間が開通をし、国道 9 号線の交通量のかなりの部分が山陰道に移行し、

道の駅の利用者減が心配されていたところでございます。開通後から２月末現在

の物販と食堂の状況は、前年の同時期に比べ 5％の売上げ減で、予想しておりまし

たよりは減少幅が小さいところではございます。ただ、この状況がいつまで続く

か全く予断を許しませんので、状況の推移をしっかりと監視をしながら、公社と

連携しながら対応してまいりたいと存じます。 

次に建設関係であります。 

1 点目に山陰道事業についてであります。山陰道赤碕中山インターチェンジから

名和インターチェンジ間 8.6 キロメートルが昨年 12 月 21 日に開通し、その後、

国道 9 号からの転換率が約 7 割であると国から発表されております。なお、未完

了の関連工事につきましては、今後も事業を進めていただくことといたしている

ところであります。 

2 点目の社会資本整備総合交付金事業についてであります。まず、道路改良工 

事は 2 件が完了し、5 件を請負施工中であります。委託業務は 5 件が完了し、1 件

を業務実施中であります。また町単独工事は 5 件が完了し、現在 4 件を請負施工

中であります。 

3 点目に交通安全施設整備事業についてであります。本施設工事は 2 件が完 

了し、現在 2 件を請負施工中であります。 

次に地籍調査関係であります。 

中山地区につきましては、本年度新規地区として田中、潮音寺、栄田、石井垣、

樋口及び赤坂の各一部の現 地 調 査 を 終 わ り ま し た 。御崎及び田中の各一部につ

いて、本閲覧を終了し、国に認証申請中であります。大山地区につきましては、

本年度新規地区、妻木、長田、富岡及び大山の各一部の現地調査を終わりました。

赤松の一部として中槇原、赤松につきましては、法務局登記済みです。 

次に学校教育課関係であります。 

名和中学校校舎及び体育館改修工事設計業務を株式会社桑本総合設計に委託を
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いたしております。    

次に幼児教育課関係であります。 

名和地区拠点保育所外構工事を、株式会社おかだが請け負い、施行中であります。 

次に社会教育関係であります。 

１点目の大山町成人式についてであります。平成 26 年「大山町成人式」を 1 月

3 日に開催いたしました。平茂 5 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日に生まれた 145

名の対象者のうち 118 名の出席を得て、来賓の皆様とともに新成人の門出をお祝

いいたしました。今年は 10 名の成人式実行委員が中心となって式典後の交流会等

を運営していただき、新成人の「二十歳の抱負」や抽選会などの企画で、思い出

に残る楽しいひと時を過ごしていました。また、図書館と連携をし、中学校時代

の恩師などによる、新成人へのおすすめの本の展示・紹介も行いました。 

2 点目の 嘉手納町・大山町人材育成交流事業についてであります。1 月 28 日か

ら 3 泊 4 日の日程で、沖縄県嘉手納町から男女 8 名ずつ、計 16 名の児童と引率者

3 名が来町されました。町内小学校 5 年生の家庭に宿泊受け入れのご協力をいただ

きながら、大山西小学校での交流や、嘉手納町の子ども達にとっては生まれて初

めてとなるスキー体験などをとおして、大山町の魅力をいっぱいに感じていただ

く交流事業を実施することができました。 

3 点目に第 9 回大山町生涯学習大会並びに第 7 回本のあるまちづくり大会につい

てであります。2 月 2 日、福祉センターなわを会場に開催し、約 500 人の方々に参

加をいただきました。午前中は、「百人一首大会」と「親子でいっしょにおはな

し会」、午後からはスポーツをテーマとして、北京オリンピックシンクロナイズ

ドスイミング代表の石黒由美子さんの講演とパネルディスカッションを行い、子

どもさんから大人まで楽しく学ぶことができました。 

4 点目に第 42 回 国体記念スキー大会の開催についてであります。2 月 14 日に

だいせんホワイトリゾートで開催をし、ジャイアントスラローム、クロスカント

リーの 2 種目に、幼児から中学生まで計 163 名のエントリーがあり、熱戦が展開

されたところであります。 

最後に徴収金関係であります。 

未収金の収納に向けてましては 25 年度も各課が、督促、電話催告、臨戸訪問等

の外、法的処分による徴収に取り組んでまいりました。各課の徴収実績は、別添

の一覧表のとおりであります。また、12 月以降の各課の取り組みについては以下

記しているところでございますので目を通していただきたいと存じます。以上で

政務報告を終わります。 

続きまして、報告第１号長期継続契約締結の報告についてであります。 

本案は、大山町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例第 4 条
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の規定に基づき、委託契約等を締結いたしましたので、議会にご報告するもので

あります。契約の名称、契約の内容、契約の相手側、契約期間、契約金額につき

ましては、お手元に配布いたしております「長期継続契約締結報告書」のとおり

でございます。 

以上で、報告第 1 号の説明を終わります。 

続きまして報告第 2 号 議会権限に属する事項中、町長において専決処分すべ

き事項に係る報告についてであります。 

本案は、「議会権限に属する事項中、町長において専決処分すべき事項の指定に

ついて」の規定に基づき、専決処分をいたしましたので、地方自治法第 180 条第 2

項の 規定に基づき報告するものでございます。損害賠償の額、相手方、事故の

概要はお手元に配布いたしております報告書のとおりでございます。以上で、報

告第 2 号の説明を終わります。 

○議長（野口 俊明君）     これで諸般の報告を終わります。 

────────────────・───・───────────────    

日程第4 施政方針の説明について 

○議長（野口 俊明君） ここで施政方針演説の原稿を皆さんにお配りいたします。 

皆さんのお手元にわたったでしょうか。そういたしますと、日程第 4、施政方針の

説明についてを議題にします。平成 26 年度大山町の施政方針について説明を求め

ます。町長 森田 増範君。 

○町長（森田 増範君） はい、議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。  

○町長（森田 増範君）    平成 26 年の大山町議会 3 月定例会の開会に当たり、平成

26 年度の町政運営に対する所信を申し上げ、議会各位をはじめ、広く町民の皆様

にご理解とご協力をお願いする次第でございます。 

まず、我が国の経済状況は、平成 20 年の世界同時不況に端を発した景気の低迷

が長らく深刻な影響を及ぼしてまいりました。平成 24 年の秋に行われた衆議院議

員選挙の結果、再び政権が交代いたしましたが、昨年は新政権への期待感や政府、

日銀の行った経済政策が功を奏し、明るい兆しが見えてまいりました。しかし、

地域経済への波及はまだまだ十分とは言えない状況であります。政府には、長期

的な視点からの経済政策を実施し、地方経済の活性化につながるよう期待するも

のであります。月例経済報告によりますと、輸出の持ち直しや各種政策の効果に

よる下支えにより、景気の回復基調が続くことが期待されておりますが、一方、

海外景気の影響によるリスクや、4 月に実施される消費税率引上げに伴う駆け込み

需要及びその反動が見込まれている状況であります。 

本町におきましては、政府の経済対策あるいは雇用確保対策と併せ地域経済の
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改善を図る各種の施策を推し進めて来たところであります。公共事業などの増加

や消費税の値上げに伴う駆け込み需要から、建設業を中心に、仕事が増加いたし

ているところでありますが、業種による格差が広がっている状況であり、地域の

経済状況は依然回復には至っていないと認識いたしており、引き続き地域経済の

立て直しに努めてまいりたいと存じます。 

  本町では現在、国の財源の半分を国債の発行に頼っている状況のなか、国・地

方公共団体を通ずる歳入・歳出一体改革の必要性は喫緊の課題であります。また、

平成 27 年度から始まる合併算定替えの終了による地方交付税の逓減などを踏まえ

て、引き続き簡素で効率的・効果的な行政システムを構築するため、徹底した行

財政改革を推進し持続可能な財政への転換を図って参りたいと存じます。 

さて、本町は今年、新大山町誕生 10 年目を迎えます。平成 18 年度に策定した

大山町総合計画の理念に基づき町づくりを進めてまいりましたが、この計画が平

成 26 年度で終了するため、今年度から新たな総合計画「未来づくり 10 年プラン」

この策定を進めています。これまで取り組んできたことを土台とし、さらなる住

民の皆さんの参画によるプラン作りと実践。本町の特徴「大山の恵み」、国立公園

大山から日本海まで有する豊富な資源、産業や歴史や文化等を、一層活かす、次

世代につなぐ町づくり。産業振興・地域活性・子育て支援・福祉の充実等を進め

てまいります。町民が安全で安心して暮らせる、元気で賑わいのある、そして若

者が住み続けたい魅力ある誇れるまちを目指します。そのための本年の行動目標

に「アクション・チャレンジ大山町」これを掲げ「元気・安全・安心・安定」へ

の取り組みを強化します。その最重点テーマに 3 つの柱を定め推進してまいりま

す。 

1 つ目は、少子化・定住化対策アクションです。これまでも力を注いではおりま

すが、各部署の連携を高め、強め、若者の定住化へ、出会い、結婚、妊娠、出産、

育児、学童期の切れ目のない子育ての仕組みづくりを目指してまいります。また、

移住定住サポートセンターを核として定住促進を図ります。 

2 つ目が、産業振興アクションです。本町の特徴、自然、歴史、文化、農林水産

業、スポーツ等をいかす、体験型、滞在型、交流型の観光交流ビジネス化へ、大

山ツーリズムの構築。そして循環型の農林水産業の展開と担い手確保・育成及び

再生可能エネルギー事業の推進してまいります。 

3 つ目が、町民参画アクションです。住民・行政・民間力が一体となった「未来

づくり 10 年プラン」この策定と実践を進めるとともに、まちづくり地区会議や地

域自主組織による自主・自立的活動の推進、また、「元気で長生きのまち」へ、支

えあい、助け合い活動の育成、活発化を図ります。 

さて、平成 26 年度当初予算案の規模は、一般会計 99 億 4,000 万円、特別会計 
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63 億 9,560 万 2,000 円、企業会計 4 億 3,040 万 8,000 円、前年度と比較いたしま

すと、一般会計は 1,000 万円、0.1％の増となっております。昨年の一般会計当初

予算は町長選挙・町議選挙が行われたこともあり骨格予算といたしておりました

が、名和地区拠点保育所の建設のため、99 億 3,000 万円でありました。平成 26 年

度一般会計予算では、一次、二次の査定を経て 99 億 4,000 万円の予算編成といた

したところであります。 

それでは、各分野における施策の推進とその指針つきましてご説明申し上げま

す。 

まず、社会基盤・生活環境であります。永年の懸案でありました山陰道の整備

につきましては、昨年 12 月 21 日に、中山・名和間 8.6 キロメートルが開通いた

しました。この開通により鳥取県内の高速化が図られ県内の活性化が進むものと

思われます。これまで 9 号線を通行しました車両の約 7 割が山陰道に流れている

との報告をいただいております。交通量が減ったため、車の運行速度が速まり、

事故の危険性も高まります。国道 9 号線や安全施設の整備、また、山陰道とつな

がる県道の整備につきまして関係機関に働きかけを進めてまいります。町道整備

では、町道退休寺線・山村文珠領線・荘田長田線など 10 路線の改良工事など、計

画的に町道網整備を進めてまいります。橋梁関係では、橋梁の長寿命化を図るた

め修繕計画に基づき定期点検を進めると共に、老朽化した町道滝坂線大山橋の橋

梁架け替え工事や、平成 23 年の台風 12 号により流失した町道坊領向原線の橋梁

整備を進めてまいります。また、橋梁の長寿命化を図るため修繕計画に基づき定

期点検を進めてまいります。また、集落内道路の維持補修に対し、建設機械借上

料・補修用材料費を支給してまいります。 

住宅施策では、ナスパルタウンの宅地分譲地の販売促進に努めてまいります。

また「空き家・空き地バンク制度」の継続や、移住定住サポートセンターを核と

した事業の実施により、定住化による人口増加対策の推進と遊休家屋などの利活

用による若者定住対策の具体化を目指してまいります。 

公共交通対策といたしましては、町内どこの集落に住んでいても利用できる利

便性の高い新たな公共交通として「デマンドバス事業」の取り組みを進めており

ますが、改善を図りながら利用の促進に努めてまいります。また、交通安全関係

団体等との連携を強化し、町民の交通安全意識の普及啓発に努め、交通事故の減

少や交通違反の撲滅に努めてまいります。 

防災関係では、地震や台風などによるところの災害から、住民の生命、身体、

財産の安全と保護を図るため、自主防災組織のさらなる育成強化に努めますとと

ともに、総合防災訓練を行って、防災意識の高揚を図ってまいります。 

また、台風などの大雨により、土砂災害の危険性が高い地域の防止対策に取り組
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みます。 

  環境衛生対策では、環境に配慮しながらゴミ処理経費を抑えるため、「ごみのさ

らなる減量化」を進め、分別収集の徹底などごみの減量化に向けた取り組みを進

めてまいります。 

上下水道事業対策では、下水道施設の長寿命化に努めるとともに、下水道接続

の推進を目指してまいります。 

 地球環境保全防止・新エネルギー普及の取り組みとして、省資源・省エネルギー

など環境意識の啓発と実践に努めるとともに、太陽光発電やペレットストーブ等

の導入を促進します。また、町有地への太陽光発電これの誘致にも取り組んでま

いります。 

次に産業・雇用についてであります。本町の基幹産業であります農業をとりま

く情勢は、農業従事者の高齢化、後継者の不足、農畜産物の価格低迷など多くの

課題を抱え、厳しい環境にありますが、特に大変革の農政への対応につきまして

関係機関と連携をとりながら、日本型直接支払制度の活用、また、がんばる農家

プラン支援事業、親元就農者支援事業など担い手農家や農業後継者の育成、新規

就農者の支援、農業経営基盤の強化、また耕作放棄地解消に向けた取組み等を進

めてまいります。また、農家所得の向上を目指し、消費者の動向をふまえた、人

にも自然にもやさしい大山エコ農業推進モデル事業や農産物の特産品化、高付加

価値化を目指した大山ブランド支援事業を継続し取り組んでまいります。 

  農地の基盤整備につきましては、農業競争力強化基盤整備事業等の実施により

まして、大山山麓畑かん施設の幹線・支線水路工事に継続して取組むとともに、

しっかり守る農林基盤交付金事業等に取組み、農業環境の整備に努めてまいりま

す。 

畜産振興では、畜産関係の臭気対策や酪農・和牛の資質向上対策を継続すると

共に、口蹄疫・鳥インフルエンザ等の予防に努めるなど、環境改善、安定生産と

農業所得の向上を図ってまいります。また、耕畜連携を推進をし有機堆肥を使用

した安全で品質の高い農産物の生産を目指し、事業実施に必要な施設整備を行っ

てまいりたいと考えております。 

林業振興では、森林の有する多面的機能の持続的な保全を確保する観点から、

ナラ枯れ被害対策等森林病害虫駆除や被害木の伐倒駆除、森林整備地域活動支援

交付金事業等によって、森林の保全に努めてまいります。 

 また、森林を侵食する竹木の整備・管理のために、竹及び樹木の粉砕機これを導

入してまいります。 

水産振興では、漁業資源の継続的な確保を図るため、サザエ・アワビ種苗放流

事業への助成を継続し、漁獲量の安定的な確保を図るため老朽化した定置網の整
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備を進めます。また漁業後継者の育成を図るとともに、町内 3 漁港の施設の維持

管理や漁港区内の漂流物の処理を行い、漁業者の安全確保や利便性の向上に努め

てまいります。 

  商工振興では、雇用の創出として工業団地等への優良企業の誘致に積極的に取

組み、若者の定住と就労の場の確保に努め、地域産業の振興と活性化を図ってま

いります。昨年、大山電気が経営を終了いたしましたが、その跡地にカンコー学

生服株式会社が進出することが決まりました。26 年度中において操業の予定であ

り、今後に大いに期待をします。なお、操業に合わせて工場に通じる町道整備を

行う予定といたしております。更に、町内経済活性化策として、今年度まで実施

しておりました「個人用住宅等改善助成事業」を廃止をし、新たに自己居住用建

物等改善助成事業を創設いたします。 

 観光面では、大山観光局等と連携して大山ツーリズムの構築を目指します。 

また、長期にわたり大山で進めておりました街なみ環境整備事業が本年でほぼ終

了いたします。観光地としての景観保全、新たな魅力の創造を期待いたすところ

であります。 

さて、昨年末の山陰道開通により町内の人・モノの流れは、大きく変わり利便

性は向上しました。しかし、反面、町内への影響、特に商業面での影響は大きな

ものがあると思われます。これまで一次産品の高付加価値化や地域活性化へ向け、

地産地消活動や観光交流産業化への取り組みを推進するため、道の駅「大山恵み

の里」や「農産物処理加工施設」を活用し地産地消の普及・定着化や加工品の流

通販売システム構築による農業者の所得向上、また「大山ツーリズム推進」等、

観光交流産業化へ取り組みを進めてまいりました。 

山陰道開通に際し、本年度から商工関係者と共に「大山グルメ食道プロジェク

ト事業」などその対応策を模索しておりますが、26 年度も継続した新たな商品開

発など魅力づくりを進めてまいりたいと存じます。道の駅「大山恵みの里」にと

りましても 26 年度は大きな転換期になると思っております。一般財団法人大山恵

みの里公社や商工会、恵みの里会など関係機関・団体との連携を図りながら、事

業運営を検証し、産地消活動や観光交流産業化への取り組みを推進し、さらに商

品の磨き上げや販路開拓、販売促進、新商品の開発を推進をし、農業をはじめと

する地域産業の活性化に努めてまいりたいと存じます。 

  次に保健・医療・福祉・介護についてであります。 

  保健関係では、保健福祉センターと 3 ヵ所の国民健康保険直営診療所、地域包

括支援センターを拠点とした保健・医療・福祉・介護の 4 分野の相互連携を図り、

町内医療機関や関係施設等の協力を仰ぎながら、健康診査、健康教育、医療体制

や介護予防の強化等に努めると共に、地域・家庭で元気で・安心して生活できる
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在宅介護などの充実を図ります。ポリオ、BCG などの定期予防接種の実施、高齢者

の主要な死亡原因でもあります肺炎の予防対策として、75 歳以上の方の肺炎球菌

ワクチンの接種補助制度を引き続き実施するとともに、子育て支援施策の一環と

して、乳幼児や小中学生及び妊婦の方へのインフルエンザ予防接種費用の助成を

継続して実施してまいります。 

 また、生活や食習慣の多様化により、糖尿病や脂質異常症などの生活習慣病罹

患者が増加いたしており、医療費を押し上げることに繋がっております。その対

策として、健康診査や保健指導事業にも積極的に進めてまいりたいと存じます。 

 鳥取県では、肝臓がんの発症率が国内でも高い比率となっており、その原因とな

る肝炎ウイルスについての啓発とウイルス検査の受診を推進してまいります。 

また、固定医が不在となっております大山診療所につきましては、引き続き固定

医確保に向け、今後も鋭意努力を続けてまいります。 

地域福祉におきましては、「大山町地域福祉計画」に基づき、福祉サービスの充

実や適切な利用、社会福祉事業の展開、住民参加の促進を図り、元気で安心して

暮らせるまちづくりを進めてまいります。 

町の保健推進員と社会福祉協議会の福祉推進員の連携により、地域の高齢者へ

の保健事業や介護予防活動、支え合い活動等に自主的に取り組んでいただくため

創設した「小地域保健福祉活動支援事業」これを継続して実施し、集落における

活動を支援すると共に、集落の集会所をバリアフリー化するため、施設改修の助

成を行う「生きがい拠点施設整備事業」を、継続してまいります。 

高齢者福祉では、老後を健康で活き活きと暮らすことができるよう、生きがい

活動支援事業や配食サービス事業、交通手段を持たない高齢者等を対象としたタ

クシー助成制度、外出支援サービス事業を継続してまいります。 

 また、認知症につきまして正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り支援

するため講演会や家族介護教室などを開催し、認知症の方や家族を地域で支える

まちづくり、安心して暮せる町づくりを目指してまいります。 

 また、健康づくり・介護予防対策のために、3B 体操教室・転倒予防教室・水中

ウォーキングなどの介護予防事業に取組んでおりますが、今後も引き続き関係機

関、学校、あるいは地域の皆様と連携をとりながら進めてまいりたいと存じます。 

障害者福祉では、障がいのある人の自立と社会参加を促進し、よりよい日常生

活や社会生活を送っていただくことが出来るよう障害者総合支援事業、地域生活

支援事業を推進し、補装具や日常生活用具の給付、医療費助成、住宅改良助成な

どの実施により生活の質の向上に努めてまいります。 

次に教育・子育て・人権・文化・スポーツについてであります。 

教育行政では、保育所運営を含む就学前教育や学校教育、社会教育の充実、そ
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して施設の整備などの課題に、的確、且つ迅速に対応していくため、保護者や地

域住民の皆さんの視点、意見を加えながら、教育行政の充実に向けた取り組みを

展開してまいります。 

保育所の再編につきましては、すでに開園しております、中山みどりの森保育

園、大山きゃらぼく保育園に続き、本年 4 月から名和さくらの丘保育園が開園い

たします。これで予定しておりました 3 地区の拠点保育所の整備が終了いたしま

す。町民の皆さんの期待に応える保育・子育て支援の充実が図れるものと期待い

たしています。また県の制度を活用し、第 3 子以降を対象として 2 歳児以降の保

育料の無償化を実施してまいります。 

  幼児教育につきましては、「子ども教育振興計画」に基づく「子ども教育プログ

ラム」の実現にむけ、家庭、保育所、学校が相互に連携し、子どもたちの発達段

階に応じた教育の取り組みを進めると共に、保護者や地域社会の方々が子育てに

具体的に参加できるよう学習機会を提供し、実践につなげてまいります。 

      子供たちの学習意欲、探究心、そして集中力を高めるため、読書活動は重要で

あります。ブックスタートからブックサード事業を実施し、就学前までの子ども

やその保護者に読書活動を進めており、中学校までの間での読書習慣の定着を目

指します。 

  新しい食習慣を身に着けることは、子供たちの一生にとって大切なことであり

ます。22 年度に策定をした「大山町食育推進計画」の定める基本方針を基に、バ

ランスのとれた食事の大切さや味覚を育てる食生活の必要性の周知、町内の食材

を活用した食事の楽しさも提案しながら子どもたちの健全な心身の発達を図りた

いと考えています。 

  子育て支援では、子育て支援センターを拠点として、育児学級やすくすく広場

等の各種事業を関係機関と連携をし推進し、放課後児童クラブの実施、ファミリ

ーサポート事業や子育てサークルの育成支援、病後児保育など、町民みんなで子

育てを支援する体制づくりを進めてまいります。 

なお、少子化対策の取り組みの一つとして、国の事業を活用し、出会いから結

婚、妊娠、出産、育児まで切れ目のない、大山町版の安心して産み育てられる子

育て包括支援の構築に向け取り組んでまいりたいと存じます。 

次に学校教育ですが、自ら学び自ら考える「生きる力の育成」を教育目標とし

て、児童生徒の確かな学力の定着を図ると共に、道徳教育人権教育を通じた豊か

な心の育成、体力づくり・健康教育の推進、さらには国際理解教育、地産地消を

踏まえた食の指導、地域人材を活用した総合学習などを通して、郷土や地域社会

に密着した学校教育を推進します。また、不登校児童・生徒の学校復帰を支援す

るため、大山町教育支援センター「寺子屋」を継続して運営してまいります。学
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校給食につきましては、地産地消を進めるため米飯給食をはじめ町内産の食材を

使った献立を積極的に取り入れ、併せて食育につきましても推進してまいります。 

  社会教育では、町民の主体的な学習や実践を支援する条件整備を進めるととも

に、子ども会や女性団体、青年団などの地域団体やＰＴＡなどの社会教育関係団

体の活動を支援をし、「生涯学習のまちづくり」を目指して地域からのまちづくり

活動を一層推進してまいります。公民館活動では、サークル活動など町民の自主

的な学習を支援し、更に「大山学」講座やパソコン講座、通学合宿など住民の皆

さんの要望を反映したさまざまな講座の提供、その充実を図ってまいります。ま

た、成人や高齢者の方々が自己啓発学習と実践活動もあわせもった「大山カレッ

ジ」を継続して開校してまいります。読書活動の推進につきましても、3 地区にあ

る公共図書館を拠点として、その内容を充実するとともに、ブックモービル車の

巡回による町内各所への配本などを通じて、暮らしの中に本のあるまちづくりを

進めてまいります。また、町立図書館本館の 20 周年を記念をし、講演会など記念

事業を実施いたしたいと存じます。 

人権教育・人権啓発では、「人権施策総合計画」に基づき、人権交流センターや

各地区の関連施設を拠点として、同和問題をはじめ女性、障害者、子ども、高齢

者、在住外国人などあらゆる人々の人権を尊重するまちづくりに取組み、継続的

な普及啓発活動を進めてまいります。 

文化財行政におきましては、所子集落が国の重要伝統的建造物群保存地区に選

定をされました。本町の大切な歴史遺産として、その保存・活用について推進し

てまいります。また、「大山僧坊跡」の国史跡指定に向けた取り組みを継続して進

めてまいります。 

社会体育では、町民の体力づくり・健康づくりを進めるため、幅広い層へのス

ポーツへの参加を求め、マラソンフェスタ、町民運動会の開催をはじめ、社会体

育協会やスポーツ少年団の育成に取り組んでまいります。 

国際交流・国内交流の推進として、アメリカテメキュラ市、韓国江原道襄陽郡と

の中学生による訪問交流により国際化に対応できる人材の育成を図ると共に、小

学生による沖縄県嘉手納町との交流を継続・充実してまいります。なお、アメリ

カテメキュラ市との交流は、今年で 20 周年を迎えますので、これを記念をし記念

事業を実施してまいります。 

次に住民自治・行財政についてであります。 

初めにも述べましたが、今年の最重点テーマの一つに町民参画アクションを掲

げております。まちづくりは、町民のみなさんと行政が協働で施策を進めていく

ことが極めて重要であります。地方分権の時代、少子高齢化の時代にふさわしい

住民自治を推進をし、発展させていくため、住民視点のまちづくりや自治組織の
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仕組みづくりについて具体的な取り組みが求められているところでもあります。

地域の少子化高齢化が進んだため、これまで集落で取組めていた年中行事や共同

作業ができなくなってきたなど、今後どのように集落活動を維持していくのかと

いうことは、身近な、また大きな課題であると認識いたしております。近年多発

する災害、豪雪などに対する対応では、集落の共同作業等、支え合い・助け合い

の重要性を改めて認識するところであります。 

まちづくりの軸足をまず、集落、自治会に置き、自らのムラは、自らが考え・

守り・つくるこれを基本に「集落の健康診断」をまず行い、出てきた課題の解決

について、集落単位、あるいは旧村単位、また大きな課題については町全体の課

題としてその解決を模索する取り組みを行ってまいりました、今後も引き続き継

続して実施してまいりたいと存じます。 

また、平成 21 年から進めてまいりました地域自主組織の取り組みは、昨年、高

麗地区で「ふれあいの郷かあら山」が設立され、本年も逢坂地区で「やらいや逢

坂」が設立されます。地域自主組織の設立に向けた動きを支援するため、モデル

事業に対する助成制度を継続・実施すると共に、地域おこし協力隊などの取り組

みによりまして、「地域力強化人材育成アクション」これをを推進してまいりたい

と存じます。 

広報公聴事業では、行政の透明化と情報公開をより積極的に推進するため、広

報「だいせん」・ケーブルテレビ・防災無線業務の集中化を図り、住民自治やまち

づくり活動に必要な行政情報の積極的な提供と共有化に努めてまいりました。今

後も継続し行政情報の発信に努めるとともに、「町長への手紙」、「聞く耳ボックス」

「出前座談会」などによる公聴事業の充実に努めてまいります。 

なお、平成 18 年度に策定をいたしました総合計画が平成 26 年度で終了するた

め、今年度から新たな総合計画「未来づくり 10 年プラン」の策定を進めておりま

す。これまでの取り組を土台として、これまで以上に住民の皆さんの参画による

プラン作りと実践。次世代につなぐ町づくり、産業振興・地域活性・子育て支援・

福祉の充実等を進めてまいります。 

  健全な財政運営では、総合計画後期計画基本計画及び「大山町行財政改革大綱」

「集中改革プラン」に基づき、また平成 27 年度から予定されている地方交付税の

減を勘案し、健全で持続可能な行財政運営へ努めてまいりたいと存じます。 

むすびに、平成 26 年度の予算案総括説明として、その取り組みの方針をご説明

申し上げましたが、平成 26 年度予算は、これまでの取り組みや成果を踏まえ、大

山町総合計画の基本理念にあります「大山の恵みを受け継ぎ、元気な未来を拓く

まちづくり」これを実現するため、創意工夫をしながら予算編成を終えたところ

であります。 
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本年の行動目標「アクション・チャレンジ大山町」これを念頭に、これからの

10 年先を見据えた少子化・定住化アクション、産業振興アクション、町民参画ア

クションという 3 つの最重点テーマに本年取り組むことで「元気で、安全・安心

そして安定を目指した町づくり」進めてまいる決意であります。 

議員の皆様、また町民の皆様の深いご理解とご協力をお願い申し上げまして、

平成 26 年度の大山町施政方針の説明とさせていただきます。よろしくお願いを申

し上げます。 

○議長（野口 俊明君）     これで町長の施政方針の説明を終わります。    

ここで休憩いたします。再開は 11 時 30 分といたします。休憩します。 

午前 11 時 20 分 休憩 

────────────────・───・─────────────── 

午前 11 時 30 分 再開 

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。 

○副町長（小西 正記君）     議長、副町長。 

○議長（野口 俊明君） 小西副町長。 

○副町長（小西 正記君）  先ほど町長の方から政務報告なり施政方針の説明をい

たしましたけれども、その中で各 1 か所ずつ間違った表現をしてしまいましたの

で訂正をさせていただきたいというふうに思います。よろしいでしょうか。 

○議長（野口 俊明君） はい、許可いたします。 

○副町長（小西 正記君）  まず最初に、政務報告のところでございますが、観光

商工課のところの方で、山陰道の開通後の減少が 5％と発言いたしましたが、10％

の減でございますので、訂正をお願いしたいと思います。 

○議長（野口 俊明君） ページを言ってください。 

○副町長（小西 正記君）     ページ数は政務報告の 5 ページ、山陰道開通の道の駅

の状況についてでございます。そこの中段の方で、5％というふうに町長の方は発

言しましたけども 10％の間違いですのでよろしくお願いしたいと思います。 

それから施政方針演説の 3 ページの 5 行目、平成 26 年度で終了する、それから

15 ページの下から 7 行目に平成 26 年度で終了するというふうに記載しております

が、これは 27 年度で終了するというふうに訂正をお願いしたいと思います。どう

ぞよろしくお願いします。   

○議長（野口 俊明君） ただ今の副町長の申し出のとおり訂正することに異議が

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ声あり〕 

○議長（野口 俊明君） 異議なしと認めます。よって副町長の訂正発言のとおり

に訂正したいと思います。 
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────────────────・───・───────────────    

日程第 5 議案第 7 号から日程第 18 議案 20 号 

○議長（野口 俊明君）    そういたしますと日程第 5、議案第 7 号 大山町保育所条

例の一部を改正する条例についてから、日程第 18、議案第 20 号 町道路線の変更

について（町道旧奈和北線）まで、計 14 件を一括議題にします。提案理由の説明

を求めます。町長 森田 増範君。 

○町長（森田 増範君）     議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。 

○町長（森田 増範君）  ただ今上程いただきました議案第 7 号 大山町保育所条

例の一部を改正する条例につきまして提案理由の説明を申し上げます。本案は、

名和地区の拠点保育所となる「名和さくらの丘保育園」を、平成 26 年 4 月に開設

することに伴い、保育所の名称及び位置を改正するものであります。拠点となる

保育所の名称は、町民の皆様から公募し、選考委員会で決定をいたしました。 

なお、施行日は平成 26 年 4 月 1 日といたしております。以上で議案第 7 号の提

案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 8 号 大山町社会体育施設条例の一部を改正する条例につい

てであります。本案は、大山町社会体育施設のうち、中山地区内に設置しており

ます大山町下中山水泳プールを廃止するため、条例の一部を改正するものでござ

います。大山町下中山水泳プールは、下中山保育所の廃止に伴う利用者の減少に、

大規模改修が必要な安全面での故障が重なり、費用対効果等を総合的に勘案した

結果として廃止することといたしたものであります。本条例の施行日は、平成 26

年 4 月 1 日といたしているところであります。これで、議案第 8 号の提案理由の

説明を終わります。 

続きまして議案第 9 号 大山町過疎地域自立促進計画の変更についてでありま

す。本案は、平成 25 年 3 月大山町議会定例会において変更議決をいただきました

大山町過疎地域自立促進計画の事業計画のうち、事業の追加及び変更が生じたた

め、計画の一部を変更するものであります。変更内容は、大山町温泉活用促進助

成事業、大山町自己居住用建物等改善助成事業、町道 3 路線、農業集落排水施設

強化対策事業、人権交流センター下水道接続整備推進事業、移住定住促進事業を

追加及び町道１路線の変更をするものであります。以上で、議案第 9 号の提案理

由の説明を終わります。 

続きまして議案第 10 号 大山町一の谷・大谷・下槇原辺地に係る総合整備計画

の策定についてであります。本案は、一の谷・大谷・下槇原辺地内にあります大

山町一の谷集落と県道米子大山線を結ぶ町道一の谷赤松線の道路幅員等の拡張を

行い、当該地域における交通利便性の向上と活性化を図るものであります。なお、
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計画期間は、平成 26 年度から平成 28 年度の 3 ヵ年とし、総事業費は 6,540 万円

で、その財源内訳は、国庫補助金 3,197 万 5,000 円と一般財源 3,342 万 5,000 円

であり、この一般財源 3,342 万 5,000 円のうち 3,200 万円は辺地対策事業債で充

当する予定であります。なお、辺地対策事業債は、後年度に元利償還金の 80％を

普通交付税の算定に算入することとなっておりまして、残りの 20％が町費分とな

ります。以上で、議案第 10 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 11 号 大山町赤松辺地に係る総合整備計画の策定についてで 

 あります。本案は、赤松地内にあります町道滝坂線の大山橋の架け替えを行い、

当該地域における通行の安全を図るものであります。なお、計画期間は、平成 26

年度から平成 28 年度の 3 ヵ年とし、総事業費は 7,400 万円で、その財源内訳は、

国庫補助金 3,624 万円と一般財源 3,776 万円であり、この一般財源 3,776 万円の

うち 3,650 万円は辺地対策事業債で充当する予定であります。また、辺地対策事

業債は、後年度に元利償還金の 80％を普通交付税の算定に算入することとなって

おり、残りの 20％が町費分となります。以上で、議案第 11 号の提案理由の説明を

終わります。 

続きまして議案第 12 号 大山町神田・渡道辺地に係る総合計画の策定について

であります。本案は、神田・渡道地内にあります鳥取県フットボールセンターの

認定も受けて、平成 25 年 4 月に観光交流拠点としてリニューアルした「夕陽の丘

神田」に、大名農免農道から直接至る農道を新たな町道として改良を行い、急増

した来場者に対する同施設への通行の安全を図るものであります。また、「夕陽の

丘神田」で大会が開催される際には一度に 1,000 人を越す来場者があり、既存ト

イレの許容量を超過する事態が生じております。そのため、新たに公衆用トイレ

を整備をし、大会の円滑な運営が行えるよう対策を講じるとともに、既存の和式

トイレを全て洋式トイレとする改良を行い、施設全体のバリアフリー化を図るも

のであります。なお、計画期間は、平成 26 年度、平成 27 年度の２ヵ年とし、総

事業費は 8,131 万 8,000 円で、その財源内訳は、国庫補助金 2,260 万円と一般財

源 5,871 万 8,000 円であり、この財源 5,871 万 8,000 円のうち 5,820 万円は辺地

対策事業債で充当する予定であります。また、辺地対策事業債は、後年度に元利

償還金の 80％を普通交付税の算定に算入することとなっており、残りの 20％が町

費分となります。以上で、議案第 12 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 13 号 大山町退休寺・高橋辺地に係る総合整備計画の策定に

ついてであります。本案は、退休寺・高橋辺地内にあります名刹金龍山退休寺と

県道下市赤碕停車場線を結ぶ町道退休寺線を観光道路として新設改良舗装を行い、

当該地域における交通利便性の向上を図るものであります。なお、計画期間は、

平成 26 年度から平成 29 年度の 4 ヵ年とし、総事業費は 1 億 145 万円で、その財
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源内訳は、国庫補助金 4,979 万 5,000 円と一般財源 5,165 万 5,000 円であり、こ

の一般財源 5,165 万 5,000 円のうち 5,010 万円は辺地対策事業債で充当する予定

であります。また、辺地対策事業債は、後年度に元利償還金の 80％を普通交付税

の算定に算入することとなっており、残りの 20％が町費分となります。以上で、

議案第 13 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 14 号 大山町豊房辺地に係る総合整備計画の変更についてで

あります。本案は、平成 23 年第 10 回大山町議会定例会で議決をいただきました

大山町豊房辺地に係る総合整備計画を変更するものであります。変更内容といた

しますのは、豊房辺地内にあります大山町向原集落と大名農免農道を結ぶ町道蔵

岡向原線の道路幅員等の拡張について、国費配分額が減額になったことに伴う辺

地対策事業債の増額であります。なお、計画期間は、平成 25 年度から平成 26 年

度の 2 ヵ年、総事業費は 1,000 万円と変更はありませんが、その財源内訳の、国

庫補助金が 650 万円から 513 万 5,000 円に一般財源は 350 万円から 486 万 5,000

円となりました。このため、この一般財源のうち辺地対策事業債で充当する予定

の額を 340 万円から 390 万円に変更するものであります。また、辺地対策事業債

は、後年度に元利償還金の 80％を普通交付税の算定に算入することとなっており

まして、残りの 20％が町費分となります。以上で、議案第 14 号の提案理由の説明

を終わります。 

続きまして議案第 15 号 町道路線の認定についてであります。町道夕陽の丘神

田線であります。本案は、夕陽の丘神田の利用者増大に対応し、万全な管理と利

用者の安全を図るため新たに認定をするものであります。新路線は、路線名を町

道夕陽の丘神田線とし、路線延長 1,100ｍ、起点を町道上神田線分岐点、終点を第

二大名農免農道接続点とすることにつきまして、道路法第 8 条第 2 項の規定によ

り議会の議決をお願いするものであります。これで、議案第 15 号の提案理由の説

明を終わります。 

続きまして議案第 16 号 町道路線の変更について（町道番田線）であります。

本案は、既存の路線のうち鳥取県立むきばんだ史跡公園に包まれ町道としての機

能がなくなっている部分を廃止をし、町道路線を変更するものであります。この

路線は、町道荘田長田線から二級河川妻木川を渡り、県道坊領淀江停車場線とを

結ぶその他町道で、荘田から妻木川までは、ほ場内道路として、妻木川から県道

までは主に沿線の山林管理に利用されてきました。その後、むきばんだ遺跡が発

見され 1999 年 12 月国により町道部分を含め史跡として指定を受け、現在は鳥取

県の所有地として保存が図られているところであります。今回、総延長 1,006m の

内この部分の 713.9m を廃止をし、終点を県道坊領淀江停車場線の長田字番田山

1104 番 3 先から、妻木川左岸の荘田字砂田 941 番 1 に変更することにつきまして、
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道路法第 10 条第 3 項の規定により議会の議決をお願いするものであります。これ

で、議案第 16 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 17 号 町道路線の廃止につきまして（町道豆谷線）でありま

す。本案は、規定の路線のうち大部分が鳥取県立むきばんだ史跡公園に包まれ町

道としての機能がなくなっているため、町道路線を廃止するものであります。こ

の路線は、県道坊領淀江停車場線から大山広域農道を交差し、町道山ノ神線とを

結ぶその他町道で、主に沿線の山林管理に利用されてきました。その後、むきば

んだ遺跡が発見され 1999 年 12 月国により町道部分を含め史跡として指定を受け、

現在は鳥取県の所有地として保存が図られているところであります。今回、この

部分を廃止するにあたり、道路法第 10 条第 3 項の規定により、いったん全線を廃

止することにつきまして議会の議決をお願いするものであります。なお、今後も

必要な区間につきましては、この後の議案第 18 号及び 19 号により再認定をお願

いすることといたしているところであります。これで、議案第 17 号の提案理由の

説明を終わります。 

続きまして議案第 18 号 町道路線の認定につきまして（町道豆谷 1 号線）であ

ります。本案は、先ほど議案第 17 号の廃止の提案をさせていただきました豆谷線

の内、北側の部分につきまして必要な区間として新たに認定するものであります。

新路線は、路線名を町道豆谷 1 号線とし、路線延長 200 メートル、起点を県道坊

領淀江停車場線分岐点、終点を長田字松尾頭 1103 番先とすることにつきまして、

道路法第 8 条第 2 項の規定により議会の議決をお願いするものであります。これ

で、議案第 18 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 19 号 町道路線の認定につきまして（町道豆谷 2 号線）につ

いてであります。本案は、先ほど議案第 17 号で廃止の提案をさせていただきまし

た豆谷線の内、南側の部分につきまして必要な区間として新たに認定をするもの

であります。新路線は、路線名を町道豆谷２号線とし、路線延長 161.7 メートル、

起点を大山広域農道分岐点、終点を町道山ノ神線接続点とすることにつきまして、

道路法第 8 条第 2 項の規定により議会の議決をお願いするものであります。これ

で、議案第 19 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 20 号 町道路線の変更についてであります。（町道旧奈和北

線）であります。本案は、既存の路線が狭隘で現道拡幅が困難により新たなルー

トで整備するため、町道路線を変更するものであります。この路線は、旧奈和集

落と大山広域農道とを結び、一般車両、緊急車両の通行に利用され、生活用の道

路としての役割を担う重要な道路として現在位置づけられています。今回、大山

広域農道とのアクセス強化、地域交通の利便性を向上させることを目的とし拡幅

整備を行うため、町道路線の変更を求めるものであります。路線名は町道旧奈和
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北線、延長を 100 メートル延伸し、終点を加茂字谷奥 934 番から大山広域農道接

続点に変更するため、道路法第 10 条第 3 項の規定により議会の議決をお願いする

ものであります。これで、議案第 20 号の提案理由の説明を終わります。以上よろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（野口 俊明君） ここで休憩いたします。再開は午後 1 時といたします。

休憩します。 

                 午前 11 時 55 分 休憩 

 ────────────────・───・───────────────    

                 午後 1 時 00 分 再開 

日程第 19 議案第 23 号  

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。 

日程第 19、議案第 23 号 平成 26 年度大山町一般会計予算から日程第 36、議案

第 40 号 平成 26 年度大山町水道事業会計予算まで計 18 件を一括議題にします。    

提案理由の説明を求めます。町長 森田 増範君。 

○町長（森田 増範君） 議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。 

○町長（森田 増範君） 議案第 23 号 平成 26 年度大山町一般会計予算につきま

して、提案理由のご説明を申し上げます。第 1 条で、平成 26 年度大山町一般会計

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 99 億 4,000 万円と定め、歳入歳出予算

の款・項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第 1 表 歳入歳出予算」によるこ

とといたしているところであります。予算総額は、25 年度予算と比較して、額に

して 1,000 万円の増、率にして 0.1％の増であります。 

次に、第 2 条では、地方自治法第 214 条の規定により債務を負担する行為をす

ることができる事項、期間及び限度額は「第 2 表債務負担行為」によることとい

たしているところであります。 

第 3 条では、地方自治法第 230 条第 1 項の規定により起こすことができる地方

債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第 3 表 地方債」

によることといたしております。 

第 4 条では、地方自治法第 235 条の 3 第 2 項の規定による一時借入金の借入れ

の最高額は 10 億円と定めております。 

第 5 条では、歳出予算の流用について定めております。 

平成 26 年度一般会計予算の特徴的なものといたしましては、歳入におきまして

は、町民税の均等割の増加、法人税割の増加などの見込みにより町税総収入は、

前年度に比べ 3,654 万 3,000 円増額の 14 億 4,699 万 7,000 円を計上いたしている

こと、消費税の引き上げに伴い地方消費税交付金を前年度に比べ 2,579 万 5,000
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円増額の 1 億 5,993 万 2,000 円を計上していること、また地方交付税は前年度が

骨格予算であったことや、政権交代後の地方交付税に対する影響がはっきりしな

かったこともあり、本年度は昨年に比べ 1 億 9,400 万円増の 51 億 2,400 万円とし

ていること、また国庫支出金では、臨時福祉給付金事業補助金、街なみ環境整備

事業補助金、社会資本整備総合交付金などが主な要因となり、昨年に比べ 2 億 596

万 1,000 円増の 6 億 9,334 万円 2,000 円を計上、町債は、名和地区拠点保育所整

備事業が終了したことが要因となり前年度比 3 億 3,910 万円減の 8 億 9,260 万円

を計上いたしております。 

歳出におきましての、特徴的なものとしては、総務費ではデジタル防災行政無

線基本設計等委託に 1,390 万円、文書整理業務委託に 1,085 万 1,000 円、未来づ

くり 10 年プラン策定業務事業等に 1,356万 5,000 円、地域おこし協力隊活用事業に

800 万円、集落支援員活用事業に 522 万 2,000 円、番号制度に係るシステム改修委

託料に 1,678万8,000円、こうれいコミュニティセンター外壁等改修工事に 850 万円、

コンビニ・クレジット収納システム導入委託に 891 万円を計上いたしております。 

民生費では、4 月から消費税率引き上げの影響に鑑み、特例的に給付される臨時

福祉給付金事業に 7，037 万 3,000 円、子育て世帯臨時特別給付金事業に 1,847 万

6,000 円、また人権交流センター下水道接続工事に 1,296 万円を計上いたしており

ます。 

農林水産業費では、耕畜連携を支援するための経営体育成支援事業補助金に

2,600 万円、親元就農者支援事業補助金に 600 万円、小水力発電建設工事負担金に

6,277 万 6,000 円、森林資源保全のため粉砕機の購入など循環型森林資源活用計画

推進事業に 742 万 9,000 円を計上いたしています。 

土木費の道路新設改良費で、継続事業の施工と合わせて、社会資本整備交付金

等を活用して一の谷赤松線、坊領向原線など 14 路線の工事や用地取得などを行い、

計画的な道路網整備に取組む予定であります。また、災害対策として小規模急傾

斜地崩壊対策事業に 4,350 万円を計上いたしております。 

商工費では、町内の住環境の整備と地域経済の活性化を目指す自己住居用建物

等改善助成に 2,060 万円、まちなみ環境整備事業に 1 億円を計上いたしています。 

消防費では老朽化した消防ポンプ自動車の更新のため 2,072 万 7,000 円を計上

いたしています。 

教育費では、不登校児童生徒対応施設教育支援センター寺子屋の運営経費 243

万 9,000 円、小・中学校費として 2 億 2,631 万 9,000 円、退休寺地区の遺跡本調

査事業、所子伝統的建物群保存地区保存事業など文化財費に 7,527 万 8,000 円な

ど、家庭・地域・学校が一体となって児童・生徒の学力向上、歴史文化の継承な

どに取組む予定であります。 
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公債費は 1 億 1,633 万 7,000 円減の 12 億 5,325 万 6,000 円を計上いたしており

ます。元金償還金が 11 億 943 万 1,000 円、償還金利子が 1 億 4,357 万 5,000 円で

あります。 

予備費は、1,400 万円を計上し、不測の事態に備えることにいたしております。

給与費につきましては、事項別明細書の 234 ページ、235 ページになりますが、特

別職が 1 億 8,135 万 7,000 円、一般職が給料、職員手当、共済費合わせまして 15

億 2,718 万 1,000 円計上いたしているところであります。 

以上で、議案 23 号の提案理由の説明を終わりますが、お手元に配付をいたして

おります予算の概要につきましてもご覧いただければと思います。よろしくお願

い申し上げます。 

続きまして議案第 24 号 平成 26 年度大山町土地取得特別会計予算についてで

あります。第 1 条におきまして、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 26 万

3,000 円と定めております。まず歳入の主なものは第 5 款財産収入では、第 5 項財

産運用収入で土地開発基金利子 26 万 1,000 円を、第 15 款繰越金では、第 5 項繰

越金で 1,000 円、第 20 款諸収入では、第 5 項町預金利子で 1,000 円をそれぞれ計

上いたしております。 

歳入につきまして、ご説明申し上げます。第 10 款諸支出金の第 5 項公有財産取

得費で、土地開発基金繰出金 26 万 3,000 円を計上しております。以上で議案第 24

号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 25 号 平成 26 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計

予算についてであります。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額は、それぞ

れ 1,281 万 7,000 円と定めております。 

まず、歳入の主なものは、第 5 款県支出金第 5 項県補助金 9 万 1,000 円、第 20

款諸収入第 10 項貸付金元利収入 1,267 万 7,000 円であります。 

歳出につきまして説明いたします。第 5 款総務費、第 5 項総務管理費 310 万 

6000 円の主なものは、一般会計への繰出金であります。第 10 款公債費、第 5 項公

債費 971 万 1,000 円は、起債の元利償還金であります。以上で、議案 第 25 号の

提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 26 号 平成 26 年度大山町開拓専用水道特別会計予算につい

てであります。本案は大山町が管理する開拓専用水道の維持管理に要する歳入、

歳出予算を計上いたしております。第１条では、平成 26 年度大山町開拓専用水道

の歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1,074 万 5,000 円と定めております。 

歳入からご説明いたします。第 5 款管理収入の 1,035 万円は、計量給水料を計

上いたしております。第 10 款使用料及び手数料の 1,000 円は、工事検査手数料。

第 15 款財産収入の１万 4,000 円は、開拓専用水道施設整備基金利子。第 20 款寄
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付金 20 万円は、開拓専用水道加入寄付金。また第 30 款諸収入の 17 万 9,000 円は、

預金利子、開拓水道施設管理負担金であります。 

次に歳出につきまして説明いたします。第 5 款総務費の 974 万 5,000 円は、施

設管理に要する経費や消費税等を計上いたしております。第 90 款予備費の 100 万

円は、不測の事態に備えるものであります。以上で議案第 26 号の提案理由の説明

を終わります。 

続きまして議案第 27 号 平成 26 年度大山町情報通信事業特別会計予算であり

ます。本案は、情報通信設備を中海テレビ放送に貸付けて放送通信サービスを提

供する事業に関し、貸付収入や、施設の維持管理、借入金の返済等を主に計上し

た予算であります。平成 26 年度の歳入歳出予算の総額は、それぞれ 3 億 4,747 万

2,000 円と定めております。 

歳入から説明をいたします。第 5 款分担金及び負担金 30 万円は、新規引き込み

工事の負担金を見込んでおります。第 10 款使用料は、主に空き芯線の使用料で 28

万 7,000 円を計上いたしております。第 15 款財産収入は、主に情報通信設備の貸

付料で、4,032 万円を計上いたしております。第 20 款繰入金は、人件費分及び公

債費相当分そして事業経費分を一般会計から繰入するもので、3 億 473 万 8,000 円

を計上いたしております。第 30 款諸収入は、主に電柱支障移転の工事補償金で 182

万 6,000 円を計上いたしております。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款総務費 1 億 2,039 万 6,000 円

の主なものは、施設保守委託料 6,474 万 5,000 円、共架電柱等の使用料及び賃借

料 2,109 万 9,000 円、電柱支障移転に係る工事費 1,113 万円等、施設の維持管理

に必要な経費等であります。第 10 款公債費 2 億 2,507 万 6,000 円は、情報通信施

設整備に係る町債の償還金であります。15 款予備費は、不測の事態に対処するた

めの財源として 200 万円を計上いたしております。以上で議案第 27 号の提案理由

の説明を終わります。 

続きまして議案第 28 号 平成 26 年度大山町夕陽の丘神田特別会計予算につい

てであります。平成 25 年度から「大山町夕陽の丘神田」として指定管理者により

ます運営を行い再出発をいたしました本会計は、本施設を適切に管理運営するた

めの諸費用を計上させていただくものであります。第 1 表におきまして、歳入歳

出予算の総額を、それぞれ 2,343 万 7,000 円と定めております。これは前年度に

比べまして 531 万 1,000 円の増となっております。 

まず、歳入の主なものは、第 10 款一般会計繰入金 1,263 万 5,000 円、第 20 款

辺地対策事業債 1,030 万円であります。 

次に歳出につきまして、説明をいたします。第 5 款の一般管理費 1,207 万 1,000

円の主なものは、鳥取県フットボールセンターとして必要となります指導員人件
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費約 306 万円、指定管理料 680 万円、仮設トイレ借り上げ料約 82 万円などであり

ます。施設整備費におきましては、屋外トイレ増設のための設計委託料 300 万円、

施設内トイレの洋式化工事費 736 万 6,000 円といたしております。第 90 款予備費

には不測の事態に備えまして 100 万円を計上いたしております。以上で、議案第

28 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 29 号 平成 26 年度大山町簡易水道事業特別会計予算につい

てであります。 本案は、大山町が管理する簡易水道の維持管理に要する歳入歳出

予算を計上いたしております。第１条では、平成 26 年度大山町簡易水道の歳入歳

出予算の総額をそれぞれ 825 万 8,000 円と定めております。 

まず歳入の主なものは、第 5 款分担金及び負担金の 10 万 8,000 円、これは水道

工事負担金。第 10 款使用料及び手数料の 565 万 6,000 円は水道使用料。第 20 款

繰入金の 249 万 1,000 円は、一般会計繰入金。第 30 款諸収入の 2,000 円は、預金

利子等であります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款総務費の 412 万 9,000 円は、

施設管理に要する経費、第 15 款公債費の 412 万 6,000 円は、企業債元金償還金と

利子であります。第 20 款予備費の 3,000 円は、不測の事態に備えるものでありま

す。以上で議案第 29 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 30 号 平成 26 年度大山町国民健康保険特別会計予算につい

てであります。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 23 億 1,517

万 5,000 円と定めております。 

歳入から款を追って主なものを説明申し上げます。第 5 款国民健康保険税 5 億

7,943 万 1,000 円は、一般被保険者分と退職被保険者等分の保険税を計上いたして

おりますが、税率税額につきましては、5 月の本算定時に決定いたしたいと考えて

おります。第 10 款使用料及び手数料 10 万 8,000 円は督促手数料であります。第

15 款国庫支出金 4 億 5,575 万 7,000 円は、一般被保険者分の療養給付費等負担金、

及び財政調整交付金が主なものであります。第 20 款前期高齢者交付金 6 億 4,812

万 5,000 円は、社会保険診療報酬支払基金から交付されるものであります。第 25

款療養費給付費等交付金 1 億 4,378 万 4,000 円は、退職被保険等の保険給付費に

係る交付金であります。第 30 款県支出金 1 億 2,942 万 1,000 円は、高額医療費共

同事業県負担金、特定健康診査等県負担金、及び財政調整交付金であります。第

35 款共同事業交付金 2 億 3,299 万 3,000 円は、鳥取県国保連合会からの高額医療

費共同事業、及び保険財政共同安定化事業交付金であります。第 40 款財産収入 6

万 3,000 円は、基金積立金の預金利息であります。第 50 款繰入金 1 億 2,377 万 1,000

円は、一般会計からの繰入金で、保険基盤安定繰入金、職員人件費等繰入金、出

産育児一時金繰入金、及び財政安定化支援事業繰入金を法定により繰入れするも
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のであります。第 55 款繰越金 100 万円は、前年度の繰越金として計上いたしてお

ります。第 60 款諸収入 72 万 1,000 円は、国保税延滞金、交通事故等による賠償

金が主なものであります。 

次に歳出につきましてご説明をいたします。第 5 款総務費 3,856 万 8,000 円は、

職員 3 人分の給与費等とレセプト点検員の賃金、各種電算委託料、国保連合会負

担金及び国保税に係る賦課徴収費が主なものであります。第 10 款保険給付費 15

億 2,321 万 5,000 円は、一般及び退職被保険者に係る療養諸費等を見込んでおり

ます。第 15 款後期高齢者支援金等 2 億 7,505 万 9,000 円は、後期高齢者医療制度

の支援金であります。第 20 款前期高齢者納付金等 43 万 9,000 円は、前期高齢者

納付金として社会保険診療報酬支払基金に拠出するものであります。第 25 款老人

保健拠出金 2 万 3,000 円は、老人医療費の町負担分を社会保険診療報酬支払基金

に拠出するものであります。第 30 款介護納付金 1 億 2,181 万 1,000 円は、介護保

険 2 号被保険者に係る納付金であります。第 35 款共同事業拠出金 3 億 1,737 万

3,000 円は、高額医療費共同事業、及び保険財政共同安定化事業に対する国保連合

会への拠出金であります。第 40 款保健事業費 3,162 万 9,000 円は、特定健康診査

等事業、人間ドック等健診委託料に係る経費が主なものであります。第 45 款基金

積立金 6 万 3,000 円は預金利息を国保基金へ積み立てるものであります。第 55 款

諸支出金 590 万 3,000 円は、保険税の還付金、及び特別調整交付金に係る国民健

康保険診療所特別会計への繰出金が主なものであります。第 90 款予備費 109 万

2,000 円を計上し、不測の事態に備えるものであります。 

  以上で議案第 30 号の提案理由の説明を終わります。 

  続きまして議案第 31 号 平成 26 年度大山町国民健康保険診療所特別会計予算

についてであります。本会計は、国民健康保険直営診療施設である名和、大山、

大山口の 3 診療所を経営管理するものであります。本年度の歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ 3 億 6,844 万 3,000 円であります。まず、歳入から説明を

いたします。第 5 款診療収入 2 億 6,540 万 3,000 円は、三診療所の外来診療収入

であります。第 10 款サービス収入 1,140 万円は、大山口診療所が行う訪問及び通

所リハビリテーション収入を計上いたしております。第 15 款使用料及び手数料

2,316 万円は、予防接種手数料などであります。第 20 款財産収入 500 万円は、大

山診療所 2 階部分の土地建物貸付収入であります。第 30 款繰入金 5,834 万 9,000

円は、施設整備に要した起債償還金への充当及び三診療所運営のための財源補填

並びに大山診療所に対する国の調整交付金として、一般会計及び国保特別会計か

ら繰り入れするものであります。第 40 款諸収入 513 万 1,000 円は、大山診療所 2

階部分の維持管理に要する電気、水道代収入などであります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款総務費 1 億 8,105 万 8,000 円
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は、職員給与などの人件費と、報償費は派遣医師に対する謝礼金として、旅費は

学会参加などの研修旅費として、また需用費は各診療所の維持管理経費として、

委託料は建物警備などの保守管理料などを計上いたしております。第 10 款医業費

1 億 6,696 万 7,000 円は、医薬材料代 1 億 4,760 万円、委託料 1,257 万 2,000 円は

臨床検査委託料など、使用料及び賃借料 598 万 9,000 円は医療機器リース料など

が主なものであります。第 15 款公債費 2,011 万 8,000 円は、大山診療所及び大山

口診療所の施設整備に要した起債償還金の元金と利子であります。第 20 款予備費

30 万円は、不測の事態に備えて計上いたしているところであります。以上で議案

第 31 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 32 号 平成 26 年度大山町後期高齢者医療特別会計予算につ

いてであります。本会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ 2 億 285 万 7,000 円と

定めております。この予算額は、前年度に比べて 677 万円の増額、率にして約 3.5％

の増であります。 

まず歳入から説明いたします。第 5 款保険料 1 億 2,431 万円は、被保険者に係

る後期高齢者保険料であります。第 10 款使用料及び手数料 2 万 4,000 円は督促手

数料を見込んでおります。第 20 款繰入金 4,851 万 5,000 円は、保険基盤安定繰入

分と事務費を一般会計から繰り入れするものであります。第 25 款繰越金 1,000 円

を計上いたしております。第 30 款諸収入 7,000 円は、延滞金、町預金利子、その

他雑入を計上いたしております。 

次に、歳出につきまして説明いたします。第 5 款総務費 341 万 2,000 円は、後

期高齢者医療システムの保守委託料、また一般通信運搬費が主なものであります。

第 10 款後期高齢者医療納付金 1 億 9,871 万 5,000 円は、広域連合への保険料負担

金と事務費負担金であります。第 15 款諸支出金 70 万円は、保険料還付金を見込

んでおります。第 90 款予備費を 3 万円として、財源調整を図っております。 

以上で議案第 32 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 33 号 平成 26 年度大山町介護保険特別会計予算についてで

あります。本会計の予算総額を歳入歳出それぞれ 21 億 4,805 万 1,000 円といたし

ております。歳入から主なものにつきまして説明いたします。第 5 款保険料 3 億

9,307 万 6,000 円は、65 歳以上の第１号被保険者に係る介護保険料です。第 15 款

国庫支出金 5 億 3,712 万 9,000 円は、保険給付費に対する国の負担金、財政調整

交付金及び介護予防事業等への地域支援事業交付金であります。第 20 款支払基金

交付金 5 億 9,038 万円は、介護給付費交付金と地域支援事業支援交付金として第 2

号被保険者の負担分が交付されるものであります。第 25 款県支出金 3 億 1,046 万

6,000 円は、保険給付費に対する県の負担金、地域支援事業交付金であります。第

30 款繰入金 3 億 1,611 万 8,000 円は、主に保険給付費、地域支援事業費に対する
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町の負担金及び職員給与費、事務費の一般会計からの繰入金であります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款総務費 5,107 万円は、職員給

与費及び介護保険システム保守委託料、連合会負担金、認定審査会負担金が主な

ものであります。第 10 款保険給付費 20 億 1,362 万円は、介護サービス及び介護

予防サービスに係る給付費等標準給付費を計上いたしています。第 15 款地域支援

事業費 6,203 万 8,000 円は、二次予防事業対象者等の介護予防事業費、包括支援

センター運営費を計上しています。第 25 款公債費 1,900 万円は、鳥取県介護保険

財政安定化基金への償還金であります。以上で、議案第 33 号の提案理由の説明を

終わります。 

続きまして議案第 34 号 平成 26 年度大山町農業集落排水事業特別会計予算に

ついてであります。本案は、大山町が管理する 17 箇所の農業集落排水処理施設の

維持管理に要する歳入歳出予算を計上いたしております。第１条では、平成 26 年

度大山町農業集落排水事業の歳入歳出予算の総額をそれぞれ 4 億 6,414 万円と定

めております。歳入からご説明いたします。第 5 款分担金及び負担金の 312 万円

は、現年度の新規加入分担金 300 万円と名和処理区、光徳処理区の過年度分担金

12 万円。第 10 款使用料及び手数料の１億 1,061 万 2,000 円は、下水道使用料収入。

第 15 款国庫支出金 300 万円は、機能強化対策のための社会資本整備交付金であり

ます。第 25 款繰入金 3 億 4,440 万 5,000 円は、一般会計繰入金。第 35 款諸収入

2,000 円は、預金利子等であります。第 40 款町債 300 万円は、機能強化対策事業

の財源として計上いたしております。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款事業費の 1 億 3,397 万円は、

17 箇所の施設の維持管理費、コンポスト施設の維持管理負担金及び機能強化対策

事業測量設計委託料等が主なものであります。第 10 款公債費 3 億 2,887 万円は、

起債の元利償還金。第 15 款諸支出金 10 万円は、農業集落排水使用料還付金。第

90 款予備費の 120 万円は、不測の事態にそなえるものであります。以上で、議案

第 34 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 35 号 平成 26 年度大山町公共下水道事業特別会計予算につ

いてであります。本案は、大山町が管理する４箇所の公共下水道処理施設の維持

管理に要する歳入歳出予算を計上いたしております。第１条では、平成 26 年度大

山町公共下水道事業の歳入歳出予算の総額をそれぞれ 3 億 9,901 万 3,000 円と定

めております。 

歳入からご説明いたします。第 5 款分担金及び負担金の 612 万円は、各処理区

の分担金収入。第 10 款使用料及び手数料の 1 億 922 万 9,000 円は、下水道使用料

収入。第 15 款国庫支出金 400 万円は、長寿命化対策のための社会資本整備交付金

であります。第 20 款繰入金 2 億 7,966 万 2,000 円は、一般会計繰入金。第 30 款
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諸収入 3,000 円は、預金利子等であります。 

次に歳出につきまして説明いたします。第 5 款事業費の 1 億 1,338 万 4,000 円

は、4 箇所の施設の維持管理費、コンポスト施設の維持管理負担金及び長寿命化対

策計画策定委託料等が主なものであります。第 10 款公債費 2 億 8,452 万 9,000 円

は、起債の元利償還金。第 15 款諸支出金 10 万円は、公共下水道使用料還付金。

第 90 款予備費の 100 万円は、不測の事態にそなえるものであります。以上で、議

案第 35 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 36 号 平成 26 年度大山町風力発電事業特別会計予算につい

てであります。本案は、風力発電所施設の運転管理、施設管理に要する経費を計

上した予算で、平成 26 年度の歳入歳出予算の総額は、それぞれ 4,100 万 7,000 円

と定めております。 

歳入からご説明いたします。第 25 款諸収入は、主に収益事業収入で、売電収入

4,100 万 5,000 円を見込んでおります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款総務費は 1,971 万 4,000 円で、

主なものは、風力発電所保守点検にかかる電気主任技術者賃金 117 万円、施設修

繕料 355 万 6,000 円、保守点検業務委託料 594 万円、基金積立金 600 万円、売電

事業にかかる消費税 130 万 5,000 円であります。第 10 款公債費は 1,829 万 3,000

円は、町債の償還金であります。第 90 款予備費は不測の事態に対処するための財

源として 300 万円を計上いたしております。以上で、議案第 36 号の提案理由の説

明を終わります。 

続きまして議案第 37 号 平成 26 年度大山町温泉事業特別会計予算についてで

あります。本案は、なかやま温泉に係る温泉の給湯事業及び施設管理等に要する

経費を計上いたしております。第 1 条では、平成 26 年度大山町温泉事業の歳入歳

出予算の総額をそれぞれ 564 万 4,000 円と定めております。 

歳入から説明をいたします。第 5 款使用料 363 万円は、ナスパルタウン温泉使

用料並びに温泉館等温泉使用料 362 万 4,000 円と温泉スタンド使用料 6,000 円で

あります。第 10 款繰入金 201 万 1,000 円は、一般会計からの繰入金です。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款温泉館費 464 万 4,000 円は温

泉館運営費で、備品等修繕料 76 万 5,000 円、建物火災保険料 13 万 9,000 円、指

定管理委託料等の委託料 369 万円、消費税分の公課費 5 万円であります。第 90 款

予備費 100 万円は施設管理の不測の事態に備えて計上いたしております。以上で、

議案第 37 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 38 号 平成 26 年度大山町宅地造成事業特別会計予算につい

てであります。本案は、平成 26 年度に行うナスパルタウン及び大山口駅前住宅団

地の土地の売り払い、分譲地の管理費、販売促進費を主に計上した予算でありま
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す。歳入歳出予算の総額は、それぞれ 1,727 万 1,000 円と定めております。 

歳入から説明をいたします。第 5 款財産収入 1,727 万円は、分譲地の土地貸し

付けと土地売り払いによる財産収入であります。第 20 款諸収入 1,000 円は預金利

子であります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款宅地造成事業費 1,727 万 1,000

円の主なものは、ナスパルタウンの分譲に係る購入者紹介謝礼、販売促進にかか

る費用、分譲地の維持管理委託料と大山口駅前住宅団地の購入者への特典制度と

して定住促進助成金及び、一般会計繰出金を計上いたしております。以上で議案

第 38 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 39 号 平成 26 年度大山町索道事業特別会計予算についてで

あります。本会計は、指定管理者により運営されております大山中の原スキー場

に関連する諸費用の管理を行うものであります。第 1 条におきまして、歳入歳出

予算の総額を、それぞれ 3,100 万 9,000 円と定めております。 

まず、歳入の主なものは、第 20 款諸収入で、26 年度分の指定管理納付金 3,079

万 3,000 円を見込んだものであります。 

次に歳出につきまして、説明をいたします。第 5 款索道費、第 5 項索道管理費、

第 1項索道管理費 3,000万 9,000円の主なものは、中の原ゲレンデ敷地使用料 1,562

万円、各種団体・イベントへの負担金 194 万円、旧スキー場管理組合として行い

ます魅力向上事業補助金 500 万円、索道事業基金への積立金 731 万 4,000 円であ

ります。不測の事態に備えまして、第 10 款予備費として 100 万円を計上いたして

おります。以上で、議案第 39 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 40 号 平成 26 年度大山町水道事業会計予算についてであり

ます。はじめに、予算第 2 条業務の予定量でありますが、給水戸数 5,710 戸、年

間総配水量 180 万立方メートル、一日平均給水量 4,932 立方メートルを予定いた

しており、平成 26 年度からの企業会計制度の改正に対応した予算を編成いたして

いるところであります。 

まず、予算第 3 条収益的収入及び支出を説明いたします。第１款水道事業収益

の第１項営業収益は、給水収益の水道使用料と他会計からの負担金等で 2 億 2,710

万 8,000 円、第 2 項営業外収益は一般会計からの企業債の利息補助、会計制度改正

による長期前受金戻入等で 8,174万 3,000円を計上し、水道事業収益の合計を 3億885

万 1,000円といたしております。  

次に、支出第 1 款水道事業費用の第 1 項営業費用は、人件費、修繕費、減価償

却費等で 2 億 5,534 万 4,000 円、第 2 項営業外費用は、支払利息及び企業債取扱

諸費等で 4,533 万円を計上し、水道事業費用の合計を 3 億 279 万 7,000 円といた

しております。 
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次に予算第 4 条資本的収入及び支出でありますが、収入の第１款資本的収入で

は、企業債の借入、他会計からの補助金等で 3,220 万 6,000 円、支出では建設改

良による工事請負費、企業債の償還金などで 1 億 2,761 万 1,000 円を計上いたし

ております。以上で議案第 40 号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（野口 俊明君） ここで暫時休憩いたします。再開は 14 時 10 分といたし

ます。休憩します。 

午後 １時 55 分 休憩 

 ────────────────・───・─────────────── 

午後 2 時 10 分 再開 

日程第 37 議案第 41 号 から日程第 52 議案第 56 号まで 

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。 

日程第 37、議案第 41 号 平成 25 年度大山町一般会計補正予算（第 9 号）から

日程第 52、議案第 56 号 平成 25 年度大山町水道事業会計補正予算（第 3 号）ま

で計 16 件を一括議題にします。提案理由の説明を求めます。町長 森田 増範君。 

○町長（森田 増範君） 議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。 

○町長（森田 増範君） 議案第 41 号 平成 25 年度大山町一般会計補正予算（第 9

号）につきまして提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、譲与税・交付金等の額の調整、事業計画の変更及び決算見込みによる

額の調整、特別会計繰出金の額の決定見込み等に伴い、歳入歳出予算の過不足を

調整する必要が生じたこと、及び不測の事態により翌年度に繰越して使用します

事業の追加、地方債の変更等の事由により提案するものでございます。 

この補正予算（第 9 号）は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ 2 億 366 万

4,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 109 億 6,503 万 2,000 円といた

しております。 

次に、歳入からご説明いたします。特徴的なものといたしましては、第 5 款町

税第 5 項町民税の法人税割の増加で 2,987 万円を追加、第 35 款地方交付税第 5 項

地方交付税で、2,903 万 7,000 円を追加、第 55 款国庫支出金第 10 項国庫補助金の

教育費国庫補助金で、学校施設環境改善交付金を 4,287 万円追加、第 60 款県支出

金 第 10 項県補助金の総務費県補助金で、地域の元気臨時市町村交付金 1 億 3,540

万円を追加、第 75 款繰入金第 5 項特別会計繰入金で宅地造成事業特別会計繰入金

2,182 万円を追加いたしております。また、80 款繰越金で実績に伴い繰越金 7,904

万円を追加いたしております。  

次に歳出につきまして説明をいたします。歳出につきましても、それぞれの事
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業の決算見込みによる増減で、事業費の減額が大半であります。それでは今回の

歳出補正で増額をいたしております、特徴的なものについてのご説明をいたしま

す。第 10款総務費第 5項総務管理費の一般管理費で、財政調整基金積立金 1億 9,328

万円を追加、第 15 款民生費第 5 項社会福祉費の社会福祉総務費で地域少子化対策

強化交付金事業 561 万 4,000 円、老人福祉費で後期高齢者医療費給付費負担金 762

万 3,000 円を追加、第 20 款衛生費第 5 項保健衛生費の診療所費で、財源補てん分

として国民健康保険診療所特別会計繰出金 1,856 万 3,000 円を追加、第 30 款農林

水産費第 5 項農業費の農地費で、農業競争力基盤整備事業及び東伯中央地区広域

農道整備事業追加負担金などとして負担金 6,274 万 3,000 円を追加、第 50 款教育

費第 15 項中学校費の学校管理費で、名和中学校校舎及び体育館改修工事費として

1 億 4,000 万円の追加であります。人件費につきましては、明細書 57 から 59 ペー

ジにありますように特別職・一般職あわせて 6,375 万 8,000 円の減額であります。 

次に第 2 条では、翌年に繰越して使用することができる経費を「第 2 表繰越明

許費」で 13 事業 4 億 347 万 2,000 円の追加をいたしております。第 3 条では、債

務負担行為の追加及び変更について、「第 3 表債務負担行為補正」によることと

し、9 件の追加及び 1 件の変更を行っております。 

また、第 4 条では地方債の変更について、「第 4 表 地方債補正」によること

とし、公共事業等債をはじめ表中の起債事業限度額をあわせて 1 億 2,880 万円減

額変更を行っております。以上で、議案第 41 号の説明を終わりますが、お手元に

配付いたしております平成 26 年 3 月定例会補正予算の概要についてもご覧いただ

ければと存じます。 

次に議案第 42 号 平成 25 年度大山町土地取得特別会計補正予算（第１号）に

つきまして、提案理由の説明をいたします。本案は、大山インターチェンジ工業

団地敷地の売買契約が成立することとなりましたことに伴い、既定の歳入歳出予

算の総額に、歳入歳出それぞれ 2,053 万 8,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ 2,073 万 8,000 円とするものであります。 

歳入から説明をいたします。第 5 款財産収入を 2,053 万 8,000 円の増額で、大

山インターチェンジ工業団地敷地 3,563 平方メートルの売却代金であります。 

 次に歳出につきまして説明をいたします。第 10 款諸支出金を 2,053 万 8 千円の

増額とし、土地開発基金への繰り出し金といたしております。以上で、議案第 42

号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 43 号 平成 25 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第１号）についてであります。本案は、既定の歳入歳出予算の総額 1,622

万 8,000 円に歳入歳出それぞれ 154 万 5,000 円を減額し、歳入歳出予算の総額を

1,468 万 3,000 円とするものであります。 
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補正内容について、歳入からご説明いたします。第 5 款県支出金 8,000 円の減

額は、償還推進助成金であります。第 10 款繰入金 1,000 円の減額は、一般会計か

らの繰入金であります。第 20 款諸収入の 153 万 6,000 円の減額は、貸付金元利収

入であります。 

次に、歳出につきまして説明いたします。第 5 款総務費の 250 万 9,000 円の減

額は、償還推進事業に係る旅費 9,000 円の減額並びに一般会計への繰出金 250 万

円の減額によるものであります。第 10 款公債費 96 万 4,000 円の増額は、繰上償

還による元金償還金の増額であります。以上で、議案第 43 号の提案理由の説明を

終わります。 

続きまして議案第 44 号 平成 25 年度大山町開拓専用水道特別会計補正予算(第

１号)についてであります。本案の主な補正内容は、歳入は繰越金及び寄付金の増

額、歳出は総務費の増額であります。既定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ

690 万円を増額し、歳入歳出それぞれ 1,741 万 7,000 円とするものであります。 

歳入から説明いたします。第 15 款財産収入 1,000 円の増額は、基金利率の上昇

による増額であります。第 20 款寄付金 290 万円の増額は、中山町開拓水道委員会

の解散に係る財産寄付による増額であります。第 25 款繰越金 399 万 9,000 円の増

額は、繰越金の増額であります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款総務費第 5 項総務管理費 690

万円の増額は、開拓専用水道施設整備基金の積み立てによる増額であります。以

上で議案第 44 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 45 号 平成 25 年度大山町情報通信事業特別会計補正予算(第

2 号)についてであります。本案は、保守委託料等に係る入札による額の確定等に

伴い、所要の増減を行い、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 440

万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 3 億 5,800 万 6,000 円とするもの

であります。  

歳入から説明をいたします。第 5 款分担金及び負担金 6 万円の増額は、新規加

入者増による引込工事に係る負担金の増であります。第 20 款繰入金 380 万 1,000

円の増額は、人件費、公債費及び施設管理費の決算見込減により一般会計からの

繰入金を減額するものであります。第 30 款諸収入 65 万 9,000 円の減額は、電柱

移転工事に伴う伝送路支障移転工事の入札減による補償金の減額と消費税還付金

の増額によるものであります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。総務費 403 万円の減額の主なものは、

入札減に伴う委託料 218 万 4,000 円の減額、行政ＶＬＡＮ使用料にかかる拠点数

の訂正に伴う使用料及び賃借料 75 万円の減額、Ｄ－ＯＮＵ購入費の確定による減

額および取材車輌購入の入札に伴う備品購入費 60 万円等の減額であります。公債
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費 37 万円の減額は、過疎債の額の確定による償還金利子の減額であります。以上

で議案第 45 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 46 号 平成 25 年度大山町夕陽の丘神田特別会計補正予算(第

2 号)についてであります。本案は、決算見込みに基づきまして、既定の歳入歳出

予算の総額から、それぞれ 79 万 7,000 円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ 1,982 万 3,000 円とするものであります。 

歳入から説明をいたします。第 5 款寄附金を 10 万円の減額、第 10 款繰入金を

69 万 7,000 円の減額といたしております。 

次に歳出につきまして説明いたします。第 5 款総務費で自動車購入経費を 79 万

7,000 円の減額といたしております。第 2 表債務負担行為補正でありますが、消費

税の増税分及び高額備品のリース料分としまして指定管理料の限度額を 300 万円

増額をし、平成 29 年度までの限度額を 2,400 万円といたしております。以上で、

議案第 46 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 47 号 平成 25 年度大山町国民健康保険特別会計補正予算(第 3

号)についてであります。本案は、規定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１億

5,165 万 3,000 円を減額をし、歳入歳出予算総額をそれぞれ 23 億 3,357 万 7,000

円とするものであります。 

歳入から説明をいたします。第 5 款国民健康保険税 5 万 4,000 円の増は、一般

被保険者分、退職被保険者等それぞれ収納額の見込みによるものであります。第

15 款国庫支出金 1 億 2,040 万 5,000 円の減は、療養給付費等負担金及び財政調整

交付金の減額が主なものであります。第 25 款療養給付費等交付金 484 万円の増は、

過年度分の追加交付によるものであります。第 30 款県支出金 1,397 万 7,000 円の

減は、財政調整交付金の減額によるものであります。第 35 款共同事業交付金 

7,796 万 8,000 円の減は、高額医療費共同事業交付金及び保険財政共同安定化事業

交付金の実績による減額を見込んでおります。第 40 款財産収入 15 万 8,000 円の

減は、国保基金に係る利息の減額によるものであります。第 50 款繰入金 3,877 万

6,000 円の増は、一般会計からの繰入金を 122 万 4,000 円の減額、また、国保基金

からの繰入金を 4,000 万円増額するものであります。第 55 款繰越金は、前年度か

らの繰越金で 1,671 万 9,000 円の増額といたしております。第 60 款諸収入は、実

績で 46 万 6 千円の増額を見込んでおります。 

  次に、歳出につきまして説明いたします。第 5 款総務費 172 万 8,000 円の減は、

職員給与費の減額が主なものであります。第 10 款保険給付費 1 億 2,944 万 4,000

円の減は、被保険者の療養給付等の減額を見込んでおります。第 20 款前期高齢者

納付金等は、6 万 5,000 円の減額を見込んでおります。第 35 款共同事業拠出金 

2,151 万 8,000 円の減は、高額医療費拠出金及び保険財政共同安定化事業拠出金の
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減額によるものであります。第 40 款保健事業費は、特定健康診査等委託料の 148

万 2,000 円の減額、また、人間ドック健診委託料は受診者の増により 160 万円の

増額といたしております。第 45 款基金積立金は、預金利息の減により 15 万 8,000

円の減額といたしております。第 55 款諸支出金 62 万 7,000 円の増は、特別調整

交付金に係る国民健康保険診療所特別会計への繰出金を増額するものであります。

第 90 款予備費を 51 万 5,000 円増額をし、歳入歳出の調整を行うものであります。  

以上で、議案第 47 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 48 号 平成 25 年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正

予算(第 3 号)についてであります。本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ 879 万円を減額をし、歳入歳出の総額をそれぞれ 3 億 7,104 万 9,000

円とするものであります。 

歳入から説明をいたします。第 5款診療収入は、外来収入の見込み減により 2,580

万円を減額するものであります。第 10 款サービス収入は、通所リハビリテーショ

ン費の収入の見込み増により 87 万円を増額いたしております。第 15 款使用料及

び手数料は、予防接種手数料などの見込み減により 240 万円を減額するものであ

ります。第 30 款繰入金は、外来収入等の減額により歳入歳出の均衡を図るため、

繰入金を 1,919 万円増額いたしております。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款 総務費 236 万 6,000 円の減額

は、主に職員給与、嘱託、臨時職員賃金の精査によるものであります。第 10 款医

業費 642 万 4,000 円の減額は、主に医薬材料代と委託料の見込み減によるもので

あります。以上で議案第 48 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 49 号 平成 25 年度大山町後期高齢者医療特別会計補正予算

(第１号)についてであります。本案は、既定の歳入歳出予算の総額を、それぞれ

402 万 1,000 円減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 1 億 9,206 万 6,000 円とす

るものであります。 

歳入から説明をいたします。第 5 款保険料 20 万円の減額は、特別徴収の減額と

普通徴収の増額の合計によるものであります。第 20 款繰入金 420 万 3,000 円の減

額は、保険基盤安定繰入金の減額と、広域連合の共通事務費負担金の減額による

繰入金の減額の合計によるものであります。第 25 款 繰越金は 38 万 2,000 円の

増額であります。 

 次に、歳出につきまし説明をいたします。第 5 款総務費 74 万 8,000 円の減額は、

主に通信運搬費と後期高齢システム保守委託料であります。第 10 款後期高齢者医

療納付金 307 万 3,000 円の減額は、広域連合から示された軽減分の保険料負担金

の減額と共通事務費負担金の減額の合計によるものであります。第 15 款諸支出金

20 万円の減額は、保険料還付であります。以上で議案第 49 号の提案理由の説明を
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終わります。 

続きまして議案第 50 号 平成 25 年度大山町介護保険特別会計補正予算(第 3 号)

についてであります。既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ 2,312 万 1,000 円追

加をし、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 21 億 7,005 万 2 千円とするものでありま

す。 

歳入から説明をいたします。第 5 款保険料 619 万円の増額は、納付・徴収見込

によるものであります。第 15 款国庫支出金 688 万 9,000 円の増額は、主に保険給

付費増に対する介護給付費負担金の追加交付によるものであります。第 20 款支払

基金交付金 747 万 6,000 円の増額は、主に保険給付費増に対する介護給付費交付

金の追加交付によるものであります。第 25 款県支出金 245 万円の増額は、主に保

険給付費増に対する介護給付費負担金の追加交付によるものであります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 10 款保険給付費 2,670 万円の増は、

現年度のこれまでの給付実績から算定した今後必要となる介護サービス等諸費等

を増額するものであります。第 15 款地域支援事業費 169 万円の減は、包括支援セ

ンター運営費及び任意事業の実績見込みにより減額するものであります。以上で、

議案第 50 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして 議案第 51 号 平成 25 年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予

算(第 3 号)についてであります。本案は歳入は分担金、使用料及び繰入金の減額、

歳出は、事業費の減額であります。既定の歳入歳出予算の総額から、892 万円を減

額し、歳入、歳出それぞれ総額 4 億 5,905 万 4,000 円とするものであります。 

歳入から説明をいたします。第 5 款分担金及び負担金 53 万 5,000 円の減額は、

加入者の減によるものであります。第 10 款使用料及び手数料の 404 万 6,000 円の

減額は、使用料の減によるものであります。25 款繰入金 433 万 9,000 円の減額は、

事業費の減額によるものであります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款事業費第 5 項総務管理費 145

万円の減額は、共済組合負担金、消費税の確定によるものであります。第 10 項農

業集落排水事業費 747 万円の減額は、処理場維持管理委託料の確定等、事業費精

査による減額であります。第 10 款公債費は起債償還の財源として、使用料を充当

するための財源組み替えであります。以上で、議案第 51 号の提案理由の説明を終

わります。 

続きまして議案第 52 号 平成 25 年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算

(第 2 号)についてであります。収入は分担金の増額、使用料及び他会計繰入金の

減額、歳出は事業費の減額であります。既定の歳入歳出予算の総額から、それぞ

れ 528 万 7,000 円を減額し、歳入、歳出それぞれ総額 4 億 1,023 万 1,000 円とす

るものであります。 
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歳入から説明をいたします。第 5 款分担金 164 万円の増額は、加入者の増によ

るものであります。第 10 款使用料及び手数料の 78 万 8,000 円の減額は、使用料

の減によるものであります。第 20 款繰入金 613 万 9,000 円の減額は、事業費の減

額によるものであります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款事業費第 5 項総務管理費 7 万

6,000 円の増額は料金改定にともなう下水道料金システム改修委託料によるもの、

151万 3,000 円の減額は、共済組合負担金、消費税の確定等によるものであります。

第 10 項公共下水道事業費 385 万円の減額は、処理場維持管理委託料の確定等、事

業費精査による減額であります。第 10 款公債費は起債償還の財源として、分担金

を充当するための財源組み替えであります。以上で、議案第 52 号の提案説明を終

わります。 

続きまして議案第 53 号 平成 25 年度大山町風力発電事業特別会計補正予算（第

１号）についてであります。本案は、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ 5

万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 3,983 万 6,000 円と円とするもの

であります。  

歳入から説明をいたします。第 15 款繰入金の 82 万円の増額は、一般会計から

の繰り入れによるものであり、ます。第 25 款諸収入の 87 万円の減額は、売電収

入の決算見込減によるものであります。 

次に歳出につきまして説明いたします。第 5 款総務費の 5 万円の減額は、変電

設備機器の修繕のための施設修繕料 32 万 4,000 円の増額、入札減に伴う保守点検

委託料 21 万円の減額、及び消費税確定による 16 万 4,000 円の減額であります。

以上で、議案第 53 号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして議案第 54 号 平成 25 年度大山町温泉事業特別会計補正予算(第 3 号)

についてであります。本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 19

万 5,000 円を減額をし、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 725 万 4,000 円とするも

のであります。 

歳入から説明をいたします。第 10 款繰入金の 19 万 4,000 円の減額は、一般会

計からの繰入金を減額をし、第 15 款繰越金の 1,000 円の減額は、前年度繰越金を

減額するものであります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款温泉館費の 19 万 5,000 円の減

額は、なかやま温泉案内看板設置工事請負減による工事請負費 5 万円の減額と消

費税額の確定による公課費 14 万 5,000 円の減額をするものであります。また、平

成 26 年 4 月から消費税及び地方消費税の税率改定が行われることに伴い、平成 26

年度から平成 27 年度までの指定管理期間において、中山温泉館指定管理料の消費

税率増加分について限度額 20 万円を第 2 表債務負担行為で計上するものでありま
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す。以上で議案第 54 号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第 55 号 平成 25 年度大山町宅地造成事業特別会計補正予算(第 2 号)に

ついてであります。本案は、既定の歳入歳出予算の総額 2,485 万 2,000 円に歳入

歳出それぞれ 1,884 万 8,000 円を追加して、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 4,370

万円とするものであります。 

歳入から説明をいたします。第 5 款財産収入 1,886 万 6,000 円の増額は、７区

画の販売が見込まれることになったことによる、土地売払収入の増額によるもの

であります。第 20 款 諸収入 1 万 8,000 円の減額は、その他雑入の減額によるも

のであります。 

次に歳出につきまして説明をいたします。第 5 款宅地造成事業費 1,884 万 8,000

円の増額は、需用費、負担金補助及び交付金の不用額についての減額、及び一般

会計への繰出金の増額によるものであります。以上で議案第 55 号の提案理由の説

明を終わります。 

続きまして議案第 56 号 平成 25 年度大山町水道事業会計補正予算(第 3 号)につ

いてであります。本案の補正内容といたしまして、収益的収入及び支出と資本的

支出について補正を行うものであります。 

まず、収益的収入及び支出の、収入でございますが、第１款水道事業収益第 3

項特別利益目 2 過年度損益修正益 165 万 6,000 円の増額は、固定資産台帳見直し

に伴う調整による増額によるものであります。 

続いて、支出でございますが、第１款水道事業費用第１項営業費用 493 万 7,000

円の減額は、委託料、修繕費等の減額によるものであります。第 2 項営業外費用 

12 万 5 千円の減額は一時借入金利息の減によるもの、第 3 項特別損失は、固定資

産台帳見直しに伴う調整により 656 万 9,000 円の増額でございます。 

次の資本的支出でございますが、第１款資本的支出第１項建設改良費 1,493 万

8,000 円の減額は、用地取得費、委託料、工事請負費の減によるものであります。

以上で、議案第 56 号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願いを申し上げ

ます。 

○議長（野口 俊明君） これで平成 25 年度補正関係の提案説明を終わります。 

────────────────・───・───────────────    

議案第 41 号 

○議長（野口 俊明君） これから、議案第 41 号 平成 25 年度大山町一般会計補正

予算（第 9 号）について、質疑を行います。この定例会の質疑におきましては基

本的に担当委員会に関しましては自粛するということで委員会の方で質疑してい

ただくことになっていますんでよろしくお願いします。基本的にです。(「補正は

違うでしょう」と呼ぶ者あり)いや、補正も含めて補正も委員会で質問できますか
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ら。(「だって、採決までするんです」と呼ぶ者あり)ない場合には認めます。で

すから担当の方でない方から受付けたいと思います。担当課でない人から。 

そういたしますとこれから議案第 41 号 平成 25 年度大山町一般会計補正予算

（第 9 号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員(9 番 野口 昌作君) 議長、9 番。 

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君) まずは 6 ページですけども、小水力発電所建設工事負

担金というもので繰越明許費が見てありますけど、この小水力発電所、この建設

はどの程度まで進んでいるかということをちょっとお尋ねいたします。 

それから 5 ページ、明細書の方の 5 ページに広域入所負担金で 474 万 5,000 円

の増加になっておりますが、これは何人ぐらいの広域入所があったりしてこうい

う金額が出てきたかということを教えていただきたい。 

○議長（野口 俊明君） 野口議員にお願いします。マイクの位置、声を大きくし

てください。 

○議員(9 番 野口 昌作君) それから 33 ページで、児童手当が 490 万円も減額に

なっておりますが、扶助費の中でこれ、どういうわけでこんなに減額が出るんだ

ろうなというぐあいに思ったりしますのでその辺の説明をお願いいたします。以

上でございます。 

○町長(森田 増範君) 議長。 

○議長（野口 俊明君）森田町長。 

○町長(森田 増範君) これよりの 25 年度の補正予算につきましてはそれぞれ担当

より答えさせていただきますのでよろしくお願い申し上げたいと思います。     

○農林水産課長(山下 一郎君) 議長、農林水産課長。 

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。 

○農林水産課長(山下 一郎君)    1 点目の小水力発電の工事の進捗状況ということ

でございますけども、県の方の事業で、下蚊帳ダムの方に水力発電の工事をして

いるところでございます。当初は 25 年度にはだいたいの目鼻がつくという予定で

進めておりましたけども、機種の変更等もございまして、今やっと本体発注にな

ったというところでございますので、一応事業完了は 26 年度末を目途に工事をす

るということで今進めております。以上です。 

○幼児教育課長(林原 幸雄君)    議長、幼児教育課長。 

○議長（野口 俊明君） 林原幼児教育課長。 

○幼児教育課長(林原 幸雄君)    ご質問にお答えいたします。この広域入所負担金

は町外からの児童を受け入れるものでございます。当初 7 人を想定しておりまし

たが、16 人入所しているということでございます。以上でございます。 
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○住民生活課長(森田 典子君) 議長、住民生活課長。 

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。 

○住民生活課長(森田 典子君) ご質問にお答えいたします。児童手当の減額の補

正のことにつきましてのご質問に対しましてですが、金額が大きめだということ

ですけれど、当初の見込みが過大に見込んでおりましたことと、児童の数が実際

のところ少なくなったと。出生や転出により少なくなったといったことが原因で

ございます。以上です。    

○議長（野口 俊明君） 他にありませんか。    

○議員 (7 番 大森 正治君) 議長、7 番。 

○議長（野口 俊明君） 7 番 大森正治君。 

○議員 (7 番 大森 正治君) まず説明資料の方の 27 ページですが、民生費福祉総

務費その中に説明の中にありました、説明いただきましたけども、地域少子化対

策強化交付金事業いくつかありますけども、これが賃金とか旅費とか次のページ

にも需用費とか、このタイトルと中身とよく分からないんですが、具体的にどう

いう事業なのかここでご説明いただきたいと思います。 

それから 2 点目としまして、先ほど野口議員からもありましたが、関連のとこ

ろになるかもしれませんけども 33 ページから 34 ページ、5 ページになりますが、

民生費が 2,100 万円の大きな減になっておりますけども、そのうち先ほどの児童

手当の減も見込み違い、過大に組んでいたということが分かりましたけども、そ

のほかですね 34 ページにあります保育所費の賃金、特に臨時職員賃金、これが 600

万円も減になっていますが、この辺の詳細を理由を示してください。 

それから 3 点目ですけども、初めの方の債務負担行為補正のところです。第 3

表、8 ページになりますがはじめのほうの、いろいろありますけどもその中の自己

居住用建物等改善助成事業、新規事業なわけですけども新年度からの、この補正

での債務負担行為載せるふうになった、ちょっとその辺の事情がよくわからない

ものですから詳細を説明してください。以上です。 

○企画情報課長（戸野 隆弘君）     議長、企画情報課長。 

○議長（野口 俊明君） 戸野企画情報課長。 

○企画情報課長（戸野 隆弘君）  失礼いたします。地域子育て支援対策事業の件

で 27 ページにありますこの事業の具体的な事業ということで分かりにくいという

ことでございました。この事業につきましては企画情報課、保健課、そして幼児

教育課がそれぞれ具体的な事業を担当しておるものでございます。 

事業の内容につきましては、出会いから結婚、妊娠、出産、乳幼児期、学童期

の子供の子育て支援のということでございますけども、この予算書の中にありま

す中で説明させていただきますと、賃金でありますけども、102 万 2,000 円組んで
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ございます。このうち 30 万 8,000 円が産後ケア事業でありまして、また 89 万 4,000

円がハンドブックの作成等に係る臨時職員の賃金であります。102 万 2,000 円はそ

れを合計した金額でございます。それとその下の報償費の方で、165 万円を組んで

ございます。このうちの 4 万円が親デビュー支援の事業であります。また 131 万

円が子育てセミナー等の報償費関係でございます。旅費につきましては 76万 8,000

円が組んでございますけど、これはこのシステムの調査研究のための視察等の旅

費でございます。次のページにございます消耗品の方ですけども、80 万組んでご

ざいますけども、うち 15 万 5,000 円が産後ケアあるいは親デビュー支援保健課の

関係でございます。残りの 64 万 5,000 円がこれも保健課ですけども親デビュー支

援の関係であります。 

少し飛ばしまして、委託料の方で、婚活セミナーの開催委託料とありますけど

も、これは当課が担当いたします婚活セミナー、今単町で団体等が行っていただ

くことについて支援をしとりますけども、今回こちらの事業で取り組みますのは

より継続的、計画的な内容をもって民間団体等の方に委託をするという形で行い

たいというもので計画しとります。また子育て喚起支援委託料 21 万 4,000 円は幼

児教育課の関係になりますけども子供見守りなり、お泊り保育関係の事業費でご

ざいます。以上です。 

○幼児教育課長(林原 幸雄君) 議長、幼児教育課長。 

○議長（野口 俊明君） 林原幼児教育課長。 

○幼児教育課長(林原 幸雄君)    ご質問にお答えします。臨時賃金の減でございま

すが、これは特に未満児の園児の退所等によります減によりまして、臨時を代替

えの方で対応したり、それから延長保育の利用につきましても当初の見込みより

も少なかったということが主な原因でございます。以上です。    

○観光商工課長(福留 弘明君)    議長、観光商工課長。 

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。 

○観光商工課長(福留 弘明君)    失礼いたします。債務負担行為補正につきまして

のご質問でございます。ご質問は自己居住用建物の改善事業の債務負担行為の理

由でございましたけれども、わたくしが申し上げることでないかも知れませんが、

今回の債務負担行為の追加は理由はみな一緒でございまして、現段階で来年度以

降の債務負担行為をご議決いただくことによりまして、4 月 1 日から始まります新

年度の予算執行の準備ができると、ご質問の件でいきますと、町報と有線テレビ

等で制度の周知が公に可能になるというために手続的に今回補正で債務負担行為

の議決をお願いするといったものでございますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。 

○議員 (6 番 米本 隆記君)   議長、6 番。 
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○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。 

○議員 (6 番 米本 隆記君) 1 点お聞きします。43 ページ・・    

○議長（野口 俊明君） マイクを。    

○議員 (6 番 米本 隆記君)    すいません。43 ページ、工事請負費、案内看板設置

工事費が 650 万減額になっておりますけど、この減額の理由とこれはどこの設置

だったかということをお聞かせ願いたいと思います。 

○観光商工課長(福留 弘明君)     議長、観光商工課長。 

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。 

○観光商工課長(福留 弘明君)    失礼いたします。ただいまお尋ねの工事請負費、

看板の工事請負の減額理由でございますが、25 年度予算におきまして山陰道上り

下りそれぞれ 1 カ所、2 カ所の看板の予算計上をいただいておりました。ご承知の

とおり 12 月の 21 日に下り線が、といいますか、西側方面行きが開通をいたしま

したところでございますが、開通いたしまして実際に自走して気が付いたといい

ますか、分かりましたことに、橋が非常に多いために当初候補にいたしておりま

した地点、３カ所くらい想定していたんですが、いずれも車から見ますと数秒、

５秒、６秒、８秒といったような視認時間しかないことが開通後判明をいたしま

した関係で、今年度の事業執行を見送りまして、来年度の当初予算におきまして

改めてお願いをさせていただきたいということでございます。なお、設計費につ

きましては予定どおり設計の方は行っておりまして今後、法的な手続きを行なっ

た上で来年度予算認めていただいたのちに設置をさせていただきたいというもの

でございます。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。 

○議員(12 番 吉原 美智恵君) 議長、12 番。 

○議長（野口 俊明君） 12 番 吉原 美智恵君。 

○議員(12 番 吉原 美智恵君) ページ数で 39 ページ畜産業費ですけれども、臭気

対策の委託料が減額になっております。その説明をお願いします。 

○農林水産課長(山下 一郎君) 議長、農林水産課長。 

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。 

○農林水産課長(山下 一郎君) 減額の主なものにつきましては、養父市からの水

の運搬ということで当初は、業者さんの方に委託をして養父市での処理水をここ

まで運んでくるということで予算化をしておりましたけれども、使う量が少量で

あったということもございまして、職員の方で対応したのでそこの分について書

いとりますように 56 万 7,000 円の減額というところが主なものでございます。以

上です。 

○議員(12 番 吉原 美智恵君) 議長。 
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○議長（野口 俊明君） 吉原 美智恵君。 

○議員(12 番 吉原 美智恵君) そうしますとモデル事業今やってると思うんです

けれども、今の現状というか何件の農家が対応されていて、また成果の出ている

ところがあるのかどうか、そういう調査をされているのかお願いします。    

○農林水産課長(山下 一郎君) 議長、農林水産課長。 

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。 

○農林水産課長(山下 一郎君) モデル的に一応 3 カ所で今取り組んで、8 月から取

り組みました。それで対象農家ということで実質的には 6 カ所の農家に対しまし

て実際に処理水を使ったところと、それと同程度の同じ規模の農家さんとを比較

対比するために計 6 カ所で臭気等の採取をしながら、試験を行ってきました。結

果といたしましては、なかなかこの分析、ちょうど昨日報告会をいたしまして結

果について数値的になかなかいいものが出なかったというのが現実でございまし

た。 

ただ、やはり、取り組んでいただいた農家の皆さんにおかれましては、今年で 2

年目の取り組みということもございますけども、それぞれの農家さんについては

豚であればやはり豚舎内の臭気が以前より少なくなったということは非常に感じ

ておられるということもございますし、また豚については非常におとなしくなっ

て、もの食いもいいというような状況の報告もいただいております。また牛舎、

乳牛関係では尿だめ槽、そういったところの臭気測定を比較検討しながら行った

ところですけども、数値的なものは夏場から冬場にかけてはやはり寒さの影響、

気温の影響で臭気自体は下がっています。比較対象とした場所も同じように下が

ったという傾向がございまして、その辺で処理水を使ったので下がったのか、い

う部分がはっきりしない部分がございましてまだこの検証につきましては神戸大

学の先生にも養父市の方がお世話になっているということもございますので、今

取りましたデーターを神戸大学の方でも考察をしていただきながら、ということ

で考えているところでございます。ただ、今現時点での試験結果については聞い

たということが立証できないというところの結果でございました。以上です。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。    

○議員(4 番 圓岡 伸夫君) 議長、4 番。 

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。 

○議員(4 番 圓岡 伸夫君)  17 ページ中ほどにあります一般管理費の 14 使用料及

び賃借料の有料道路使用料 9 万 7,000 円です。当初予算では 15 万円ですが約 65％

の増額補正が必要になった理由をお聞きしたいと思います。 

  同じく、住宅借上料 48 万円の減額ですが、24 年度決算も 25 年当初予算でも 115

万 2,000 円が、なぜ 48 万円も安くなったのかお聞きしたいと思います。 
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その下の西部広域行政管理組合負担金 383 万 1,000 円ですが、当初予算 1278 万

6,000 円に対して約 30％の増額補正です。その理由をお聞きしたいと思います。 

 19 ページ 中ほどの地域活性化支援事業交付金 400 万円の減額補正ですが、途中

に補正があったのかもしれませんが、当初予算 800 万円に対し、半額になった理

由をお聞きしたいと思います。 

その下にある移住定住奨励金です。今各自治体が移住定住に力を入れる中で、

当初予算 60 万円に対し、今回その 60 万円全額を削除される理由をお聞きしたい

と思います。 

  21 ページ上にあるデマンドバス運転業務委託料。100 万円の減額ですが、当初

が 2535 万 3,000 円ですから、24 年度決算と比較して 363 万円ほど利用が伸び悩ん

でいるというふうに読み取れるわけですが、100 万円を減額する理由をお聞きした

いと思います。 

  28 ページ目、社会福祉総務費の 20、扶助費の特定新規学卒者就職支度金 20 万

円の減額ですが、当初は 27 万 5,000 円の予算が組んであります。おそらくその金

額が必要なくらいの対象者がおられたために予算計上されたと思いますが、7 割近

い 20 万円という金額を減額される理由をお聞きしたいと思います。 

33 ページ一番下の母子福祉費の扶助費のひとり親家庭児童生徒小中学校入学支度

金 7 万円の減額ですが、当初予算では 10 万円でしたから、おそらくその金額が必

要なくらいの対象者がおられたために予算計上されたと思いますが、大半の 7 万

円を減額される理由をお聞きしたいと思います。 

  35 ページ一番下の保健衛生費の予防費の扶助費の風疹ワクチン接種緊急事業で

す。73 万円の減額ですが、6 月議会で 146 万円の予算で議決をしました。今回丁

度半額の 73 万円を減額される理由をお聞きしたいと思います。 

 38 ページ、農業振興費の報償費の射撃練習奨励金 35 万円の減額です。当初予算

を見ますと 35 万円で、今回全額減額される理由をお聞きしたいと思います。 

39 ページ畜産費の和牛増頭対策推進事業補助金 372 万 6,000 円の減額ですが、

当初予算では 570 万でしたから、約 65％の減額ですが、理由をお聞きしたいと思

います。 

40 ページ、一番上の農地費の負担金補助及び交付金の中山 2 期地区農業競争力

強化基盤整備事業負担金 2208 万 6,000 円です。当初予算では 250 万でしたから実

に 8.8 倍の補正予算ですが理由をお聞きしたいと思います。同じく負担金補助及

び交付金の一番下にある単町農林業施設整備事業補助金 50 万円の減額です。当初

予算も 50 万円ですが、今回すべてを減額される理由をお聞きしたいと思います。 

42 ページ、林業振興費の委託料の被害木空中探査委託料 54 万 2,000 円の減額で

すが、当初は 100 万円でしたが、半額以下になった理由をお聞きしたいと思いま
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す。 

45 ページ、2 道路新設改良費の工事請負費の町道改良工事（単町事業）400 万円

の減額ですが、当初予算は 850 万円です。約半分になっていますが理由をお聞き

したいと思います。その下の 17 公有財産購入費の用地取得（単町事業）9 万 4,000

円の減額ですが、当初予算も 9 万 4,000 円です。今回すべてを減額される理由を

お聞きしたいと思います。その下の 22 補償補てん及び賠償金の立木電柱等補償金

（単町事業）39 万円の減額ですが、当初予算では 50 万円です。率にすれば 78％

の減額補正になりますが理由をお聞きしたいと思います。 

47 ページ、5 防災対策費の工事請負費の津波避難経路整備工事 100 万円の減額

ですが、なぜ減額になったのか理由をお聞きしたいと思います。 

 49 ページ一番下の 2 教育振興費の扶助費の就学援助費 63 万円の減額と特別支援

教育就学奨励費 20 万円の減額です。当初予算では各学校ごとに書かれていますか

ら、積み上げた結果が就学援助費 516 万 7,000 円であり、特別支援教育就学奨励

費 78 万 6,000 円だと思いますが、今回就学援助費 63 万円と特別支援教育就学奨

励費 20 万円が減額になった理由をお聞きしたいと思います。 

○総務課長(酒嶋 宏君) 議長、総務課長。 

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。 

○総務課長(酒嶋 宏君)    まず総務課の方からお答えします。17 ページの有料道路

通行料ですが、この通行料に関しましては総務課の方で一括して払っております。

大阪、広島等への出張の際、高速道路を使いますので、この経費が予算よりもか

なり上がったということでご了解いただきたいと思います。それから住宅借上料

ですけれども町の方で職員用に借り上げておりました住居が必要なくなりました

ので、その必要なくなった分を減額したという形でございます。それから、47 ペ

ージの津波避難路経路整備工事ですけども、2 カ所予定しておりました分の１カ所

が地元の方と用地の交渉等が長引きまして、これにつきましては今年度でなく次

年度で対応するというふうに考えております。以上です。 

○企画情報課長（戸野 隆弘君）     議長、企画情報課長。 

○議長（野口 俊明君） 戸野企画情報課長。 

○企画情報課長（戸野 隆弘君）     失礼いたします。私の方からは 3 点お答えをさ

していただきます。初めに西部行政管理組合の負担金の増額の件ですけども、こ

れは一般管理費の増額によるものでございます。 

2 点目に 17 ページ、失礼しました 19 ページ、地域活性化支援事業交付金 800 万

円の予算に対して、400 万円の減額であるがということでございました。これにつ

きましては、この事業は集落で集落の健康診断をしていただいてそれに基づいて

必要な場合は、活性化の事業に取り組むということで 3 年スパンの計画を立てて
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いただいて事業に取り組んでいただくというものでございます。これについて今

年度については実績が少なかった、新たに取り組みをされるところがなくなって

きたというようなことでございます。今年度の実績としましてはソフト事業が 18、

ハードが 3 と、いうことで実績の予定でございますけども、そういうとこでござ

います。24 年度の実績では 800 万を超えますので傾向としてはそういう事業に取

り組める力のあるところが取り組みをされて、あとそういう事業にも取り組めな

いところが残ってきているのかなというふうに思っておるところです。 

それと移住定住の奨励金の 60 万円分の減額でございます。この 60 万円につき

ましては、移住定住の事業をいくつかしておりますけれども、この分につきまし

ては自治会等が町外者を町内に転入させるような取り組みを行って、それの結果

が出たという場合に補助するものでございます。20 万円の 3 集落ということで予

定しておりましたけども、実績がなかったというところでございます。 

それともう 1 点ございました。デマンドバスの運転業務の委託料の 100 万円の

減でございます。この委託料につきましてはコールセンターの委託料、それから

運行委託をしております 2 社の業務の実績ということころで出てくるわけですけ

ども、これは人員を配置していただく必要があってそのための委託をしているわ

けですけど実際に車が出て動いておる時間は 1 時間 1,200 円、待機はしておられ

るけどもその時間お客さんがなくって、待機しておられるだけという場合は 1 時

間 1,000 円という委託料にしておりますので、その実績で 100 万円の残額が出る

ということでございます。以上です。 

○人権推進課長（松田 博明君）     議長、人権推進課長。 

○議長（野口 俊明君） 松田人権推進課長。 

○人権推進課長（松田 博明君）    28 ページ扶助費 20 万円の減についてご説明いた

します。当初 27 万 5,000 円ということで、一人当たり 2 万 5,000 円の金額 11 名

分を予算計上しておりましたが、25 年中の申請は 3 名ということで、7 万 5,000

円の支出ですので残り 20 万につきましては実績により減額とさしていただきまし

た。以上です。 

○福祉介護課長（持田 隆昌君）     議長、福祉介護課長。 

○議長（野口 俊明君） 持田福祉介護課長。 

○福祉介護課長（持田 隆昌君）     33 ページの扶助費についてお答えさせていただ

きます。ひとり親家庭児童生徒小中学校入学支度金でございますが、事前に正確

な数字を把握できておりません。これは現実的にできないということであります。

あくまでも予算は見込みで出させていただいておりまして、学校や広報を通じて

周知をしましたけれどこれはあくまでも申請していただくということが大前提に

なっております。また、生活実態が違うという場合もありますので実績は 3 名し
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かなかったということで減額ということにさせていただいております。以上です。 

○農林水産課長（山下 一郎君）     議長、農林水産課長。 

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。 

○農林水産課長（山下 一郎君） どうも先だったようで申し訳ございません。ま

ず 38 ページ、射撃練習奨励金の 35 万円の減額でございます。これは有害鳥獣に

従事をしていただけるハンターの方等の射撃が練習等が義務づけられておるよう

でございますけども、それに対して射撃練習場に行った実際の経費に対して本人

さんからの申請でもってその一部を助成をするという制度でございますけども、

25 年度についてはその申請がなかったということでございます。 

それから 39 ページの和牛増頭の事業でございます。これも一応 3 件の事業予定

で当初予算時には、要望を聞いておりましたけども、実際には堆肥舎だけは建て

られましたけど、牛舎なり和牛の増頭の分については自己資金でされるというこ

とがございまして、この事業の方の取り組みが 1 名の方がなされなかったという

ことでございます。 

続きまして 40 ページの中山 2 期の畑かん事業の関係でございます。これにつき

ましては国のこのたびの 25 年度の一次補正分も今回補正で追加をさしていただい

ております。畑かん事業につきましては中山１期、中山２期、中山３期それから

名和２期、名和３期と４つの事業でもって事業を進めております。で、一応総枠

の中でどこの地区に充てていくかという調整もしながら進めておりますので、た

またま中山２期が当初予算よりは増えたという状況でございます。それから次の

単町農林業施設整備事業補助金 50 万円の減額、これは毎年当初予算では 50 万を

ずっとこの何年間か当初予算から計上しておりましたけれども、この事業を利用

される集落等がなかったということで、基本的には原材料支給でありますとか、

重機の借り上げ等の制度もございますので、大体の方がそちらの方を使用されて

この制度自体の利用が本年度はなかったということでしたので減額をさしていた

だきました。 

続きまして 42 ページの緊急防除被害木空中探査委託料 54 万 2,000 円の減額、

これについてはヘリコプターを大空輸という形でもって来て同じヘリを米子市で

あるとか伯耆町と一緒に使わしていただく、そういったこともございまして、単

町でやれば高くなるものが 3 つの町が経費を分けて使用するところがございます

のでそういった部分での減額が生じております。以上です。 

○保健課長（後藤 英紀君）     議長、保健課長。 

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。 

○保健課長（後藤 英紀君）    予算書 35 ページ予防費扶助費の風疹ワクチン接種緊

急事業 73 万円の減額についてご説明いたします。 
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この助成制度は 6 月補正で 146 万円計上いたしました。これは県の推計により

ます対象人口、当町は 185 人分を予算化したものでございます。実際 2 月末現在

では 33 人、18％にとどまっております。当初は多かったんですけども 8 月以降に

なりまして風疹が収まりましたところ接種者も少なくなってきております。この

事業につきましては毎年春先に拡大しておりますので、ぜひまだの方は売ってい

ただきたいと広報 1 月号でもこの接種の啓発をしておりまして、ぜひたくさんの

方に接種をお願いしたいと思っております。以上です。 

○建設課長（野坂 友晴君）     議長、建設課長。 

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。 

○建設課長（野坂 友晴君）     45 ページでございます。土木費の道路新設改良費の

単町工事につきまして工事請負費、公有財産購入費、補償補填及び賠償金につき

ましてご質問いただいた件でございます。 

これにつきましては、単町工事ということもあり、地元の関係調整が秋の水を

落とすようになってからということで地元の関係者の方と協議をしてまいってき

ておったところでございます。ところが地権者の方が町外におられる方がおられ

るということで急きょ連絡を取ったところでございますが、もうすでに 1 月に入

ってからご理解をいただく説明をしてたところでございます。したがいまして年

度内に終わらないということが判明いたしましたので、今回工事請負費 400 万円、

用地取得費 9 万 4,000 円、補償費につきまして 39 万円は、今回補正で落とさして

いただきまして 26 年度の方で計上さしていただいているということでございます

ので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。 

○教育次長（齋藤  匠君） 議長、教育次長。 

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。 

○教育次長（齋藤  匠君）    19 番目にご質問の就学援助費特別支援の就学の方につ

いてお答えします。 

予算計上の時期の認定されております準要保護児童生徒の数等を参考にしなが

ら新たに入学してくる子供の数も想定し、予算計上をしております。学用品、給

食費それから 1 年生については新入学用品それから校外活動特に高学年について

は修学旅行の費用等も見込んで計算をしておりますが、6 月に前年の所得証明等が

確定した時点ですべて見直しをしておりまして、中には収入が増えて認定から外

れる方もございます。それからもちろん転出入等で変わる場合もありますし、年

度中途で新たな申請で認定される場合もあります。また、残念ながら生活状況が

年度中途でさらに悪くなることで、準要保護ではなく生活保護の方になるという

ようなケースもありまして、予算どおりという形にならないのが現状でございま
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して今回補正をさしていただいております。 

それから特別支援につきましては特別支援学級に入級している児童生徒が対象

でございます。で、これも就学指導委員会等を経て入級が確定するわけですけれ

ども、年度が新しくなった時点で入級者が増えたり減ったりということもござい

ます。で、またこれにつきましては、保護者の方の方からこのような援助は必要

ありませんということで辞退されるケースもございまして、今年度入ってみて見

込で減額補正をさせていただいたということでございます。以上です。 

○議員(4 番 圓岡 伸夫君) 議長、4 番。 

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。 

○議員(4 番 圓岡 伸夫君)  何点か再度聞きたいと思います。 

まず住宅借上料ですけれども、必要なくなったということですけども、いつか

ら必要がなくなったのかということをお聞きしたいと思います。 

それから、特定新規学卒者就職支度金ですけれども、実績減という答弁だった

かと思いますが、この対象になられる方がちゃんとそういう制度があるというこ

とを知っているか、いわば周知はきっちり、きちんとしているかということにつ

いてお聞きしたいと思います。 

それから風疹ワクチンですけれども、185 人が 33 人だった、まあ危惧してたと

おりかなあという、それ以上かなあというふうに思いますけども、未だ接種され

ていない人に対して、あの時にもずいぶんいろんなことを言ったわけですけれど

も、それでも結局これだけの実績しか出なかったことに対して今後どうされるの

かということを改めてお聞きしたいと思います。 

それから和牛増頭対策推進事業の補助金ですけども、せっかくこういう制度が

ありながら、自己資金でやられる。聞いてて思ったのは、実際この制度がやっぱ

り使いにくいのではないかというふうに思ったわけですけれども、そのあたり制

度としてはどうなのかということを、使いにくくはないかということをお聞きし

たいと思います。 

それから単町農林業施設整備事業補助金ですけれども、今回利用集落がなかっ

たということでありましたが、過去にはそういう使われた集落があったのかとい

うことをお聞きしたいと思います。以上です。    

○総務課長(酒嶋 宏君)  議長、総務課長。 

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。 

○総務課長(酒嶋 宏君) 住宅借上料ですけれども 11 月から 5 か月の分が残ったと

いうことです。 

○人権推進課長（松田 博明君）     議長、人権推進課長。 

○議長（野口 俊明君） 松田人権推進課長。 
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○人権推進課長（松田 博明君）    特定新規学卒者就職支度金の周知のことですが、

広報を活用しての周知とあるいは学校等を通じて一応周知はさしていただいてい

ます。26 年度分につきましてもこのたびの広報で一応掲載をさしていただきます。

以上です。 

○保健課長（後藤 英紀君）     議長、保健課長。 

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。 

○保健課長（後藤 英紀君）    風疹ワクチンの接種につきましてお答えいたします。

平成 25 年につきましては広報、町報それから防災無線、ホームページそれから住

民生活課等窓口にチラシを置きまして広報いたしました。結果としまして 18％に

なっております。今後 3 月いっぱいまでは 25 年度事業ですので、防災無線、ホー

ムページを活用いたしまして周知に努めてまいります。また平成 26 年度につきま

しても県の事業を活用いたしまして継続して風疹ワクチンの接種事業は取り組む

予定でございます。 

○農林水産課長（山下 一郎君）     議長、農林水産課長。 

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。 

○農林水産課長（山下 一郎君）     和牛増頭に係る補助制度が使いにくいのではな

いかということでございましたけども、非常に使いやすい事業だといううふうに

思っておりますし、一般的には町が 6 分の 1、県が 3 分の 1 で、2 分の 1 の補助事

業でございます。そうはいっても補助金にはいろいろ規制はあるのは当然でござ

いますし、その中で事業をされる方が本人の判断でしないということでございま

すので、これはこれで仕方ないことなのかと考えております。それから単町での

補助事業の関係で、過去に例はなかったかということでございます。私が平成 22

年から農林に来まして 4 年間ですけども、23 年に 1 件ございました。以上です。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。    

○議員(5 番 遠藤 幸子君)  議長、5 番。 

○議長（野口 俊明君） 5 番、遠藤 幸子君。 

○議員(5 番 遠藤 幸子君)     資料の 18 と 19 ページ、総務費の方で結婚推進員謝

礼 52 万減額、それと 19 ページの方に結婚対策推進事業補助金 43 万減額になって

おりますが、当初予算、今調べてなくて分からないですけども、かなりの減額だ

と思います。これはどの程度の推進になっているかということと、登録婚活支援

団体というのがあるように予算のほうに書いてありますけども、これはどういう

団体か教えていただきたいと思います。 

○企画情報課長（戸野 隆弘君）     議長、企画情報課長。 

○議長（野口 俊明君） 戸野企画情報課長。 

○企画情報課長（戸野 隆弘君）  失礼いたします。結婚推進員の謝礼の減額であ
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ります。52 万円減額でございますけども、これは当初予定しました金額の全額を

落としています。と申しますのが、この結婚推進員さんにつきましては、平成 23

年 11 月から昨年度 25 年度末までお世話になりまして、いろんな相談事業、相談

会等行っていただきました。その間 23 年の 11 月からいきますと 18 回相談の会を

持っていただきましたですけども、前半の 9 回、10 回ぐらいまでは、毎回必ず少

なくとも 3 人あるいは多いときは 5 人という相談の方がおいでになりましたです

けども、後半になりますと 2 人来られた時が 1 回であとは 1 人とか、０とかとい

うことになりまして、なかなか相談の会が効果が上がっていかないというやりに

くくなってきたというようなこともございました。またそういったようなそれと

個人の深いプライバシーにも入りますので、行政の方で委嘱するという形であっ

てもなかなか直接に取り組むのは難しいなというようなこともあったところでご

ざいます。ということで、予算をせっかく組んで通していただいておったわけで

すけども、今年度そういう実情を検討いたしまして相談員の皆さんとも相談いた

しまして今年度はこの事業を実行しなかったということでの減額でございます。  

それと結婚対策推進事業の補助金でございます。これも 100 万の予算に対して

43 万円の減額でございます。これの事業はご承知のように団体等で実施していた

だくものについて補助金を支出するという形で行っております。24 年度には 6 回

実施をしていただきまして、実績があったんですけども、25 年度につきましては

2 回しかなかったということで、なかなか実績が上がらなかったということでこれ

は実績で金額は落ちてきているところでございます。 

この登録団体の件ですけど、現在まで 9 の団体が登録をしていただいておりま

す。町内のＮＰＯさんでありましたり、あるいは地域の団体でありましたり、商

工関係あるいは青年団体等の 9 団体でございます。質問からは少し外れますけど

も、先ほどありました地域少子化の対策事業の方でまた少しこれとは違う方法で

の事業の組み立てもいたしまして、結婚対策推進効果を上げていきたいというふ

うに考えているところです。以上です。 

○議長（野口 俊明君） いいですか。    

○議員(11 番 西尾 寿博君) 議長、11 番。 

○議長（野口 俊明君） 11 番、西尾 寿博君。 

○11 番(西尾 寿博君)    21 ページですけども、逢坂農産物処理加工所管理事業、当

初予算から見ると 140 数万円全額、執行されていません。その理由について、あ

るいは今後の予定についても伺います。 

○観光商工課長（福留 弘明君）     議長、観光商工課長。 

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留 弘明君）     失礼いたします。逢坂の農産物処理加工所の経



 56 

費についてであります。かなりの項目におきまして減額をさせていただいている

ところでございますが、結論から申し上げますと当初見込んでおりました数値よ

りも利用実態が低かったということでありまして、それにあわせまして不要にな

りました経費について今回減額補正をお願いをしたということでございます。以

上です。 

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留 弘明君）     失礼いたしました。一番肝心なところでござい

ます。現在婦人団体を中心といたしまして、こういった部分につきましての興味

をお持ちのところが増えてきているということを承っておりまして、こういった

皆さん方が、もう少し気軽にお使いいただけるようないわゆる周知と言いますか、

お知らせあるいは勧誘そういった活動を現在取り組んでいるところでございます。

こういった取り組みによりまして来年度はおそらくこの利用頻度というのは大き

く向上するものというふうに思っとりますし、今後も努力さしていただきたいと

思います。以上です。 

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 41 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君） 起立多数です。したがって、議案第 41 号は、原案のとお

り可決されました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は 3 時 55 分といたします。休憩します。     

            午後 3 時 45 分 休憩 

────────────────・───・─────────────── 

        午後 3 時 55 分 再開 

議案第 42 号 

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。これから、議案第 42 号 平成 25 年度大

山町土地取得特別会計補正予算（第 1 号）について、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕  
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○議長（野口 俊明君） なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野口 俊明君） 他に討論ありませんか。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 42 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）     起立多数です。 

したがって、議案第 42 号は、原案のとおり決定されました。                     

────────────────・───・───────────────    

 議案第 43 号 

○議長（野口 俊明君）    議案第 43 号 平成 25 年度大山町住宅新築資金等貸付事業

特別会計補正予算（第 1 号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員(9 番 野口 昌作君)     議長、9 番。 

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君) 4 ページに元金償還金繰り上げ償還分で 96 万 4,000 円

ありますが、これは何件ぐらいが繰り上げ償還というようなことになったかとい

うことをお尋ねいたします。それの背景もちょっと伺えたらお願いします。 

○人権推進課長（松田 博明君） 議長、人権推進課長。 

○議長（野口 俊明君） 松田人権推進課長。 

○人権推進課長（松田 博明君）     元金償還金のことであります。このたび繰り上

げ償還を行いましたのは 2 件繰り上げ償還がありました。これについてはですね

面談等を行う中で残額もかなり少額になってきたのでこの際一括で償還をしたい

という理由等により繰り上げ償還が 2 件あったというふうに聞いとります。以上

です。 

○議長（野口 俊明君） 他に質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 43 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）     起立多数です。 

したがって、議案第 43 号は、原案のとおり可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 44 号 

○議長（野口 俊明君）    これから、議案第 44 号 平成 25 年度大山町開拓専用水道

特別会計補正予算（第 1 号）について､質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。これから討

論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 44 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）     起立多数です。 

したがって、議案第 44 号は、原案のとおり可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 45 号 

○議長（野口 俊明君）    これから、議案第 45 号 平成 25 年度大山町情報通信事業

特別会計補正予算（第 2 号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 45 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）     起立多数です。 

したがって、議案第 45 号は、原案のとおり可決されました。                 

────────────────・───・───────────────    

議案第 46 号 

○議長（野口 俊明君）    これから、議案第 46 号 平成 25 年度大山町夕陽の丘神田

特別会計補正予算（第 2 号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員(11 番 西尾 寿博君)  議長、11 番。 

○議長（野口 俊明君） 11 番 西尾 寿博君。 

○議員(11番 西尾 寿博君)        議案第 55号にも似たようなもんが出ていますけども、

3 ページです。債務負担行為補正ということで変更というところですが、夕陽の丘

神田指定管理料 2,100 万円が変更後 2,400 万円、300 万円の増となっております。

1 年目ですかね、1 年たって 300 万円の増ということでお聞きしましたが、どうも

消費税ではないということなので、これについてどういった内容で 300 万の増に

なったのかお伺いします。 

○観光商工課長（福留 弘明君） 議長、観光商工課長。 

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留 弘明君） 失礼いたします。今回お願いをしとります債務

負担行為補正の中身についてでございますが、山香荘で使用しておりました業務

用の大型冷蔵庫が以前からかなり老朽化はしていたものでございます。これが完

全に壊れまして、更新が必要になりましたということでございまして、これをリ

ース契約にて導入をしようということで、そのリース料相当分で約 250 万円、消

費税増額分が約 50 万円というふうにご理解いただければと思います。以上です。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議員(9 番 野口 昌作君)  議長 9 番。 

○議長（野口 俊明君） 9 番、野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君) 今、観光商工課長さんが説明された内容の中で、この

前、部屋の利用料なんかが非常に増額になったことがあったりしました。それの

計算なんかも考えられないけないでないかというふうなことこの前お話ししまし

たが、そういう計算は全然されておりませんか。ちょっと伺います。 
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○観光商工課長（福留 弘明君） 議長、観光商工課長。 

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留 弘明君）  失礼いたします。ご質問の趣旨の確認になるか

もしれませんが、指定管理料を設定をするのにあたって室料等の設定を勘案した

うえで指定管理料を設定すべきではないかというようなご質問に対するご質問と

いうことでよろしいですね。 

○議長（野口 俊明君） はい、もう一度、野口昌作君。 

○議員（9 番 野口 昌作君) 当初、業者さんが出される計算の中には今の部屋の

使用料なんかが以前の料金での計算での部屋の使用料になっている計算になって、

いくらいくらいるんだからという計算が出ているはずなんですね。出ていると思

うんです。これをこの前の議会では新しくまた部屋料が非常に高くなったという

ことからですね、よけい収入が入るというふうになれば管理料も安く収まるでな

いか、元の計算の基礎が狂ってくるというぐあいに思ったりしますのでその辺の

計算がなされてないかということなんです。 

○観光商工課長（福留 弘明君） 議長、観光商工課長。 

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留 弘明君）  失礼いたしました。今後の指定管理料の設定に

当たりましては前回もお答えいたしましたが、それぞれの年の実績そういったも

のをしっかりと勘案をしながら指定管理料の設定はしていく必要があろうかと思

います。今回の債務負担行為の増額でのお願いにつきましては、高額備品あるい

は、高額な修繕料は所有者であります町で負担をするというのがまず指定管理の

原則もございます。そういった部分について今回枠を設定をお願いするものでご

ざいますので、ご理解いただきますようにお願いいたします。 

○議長（野口 俊明君） 他に質疑は。 

○議員(6 番 米本 隆記君) 議長、6 番。 

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本隆記君。 

○議員(6 番 米本 隆記君) 歳入の方の 3 ページ、ここに一般寄付ということで 60

万円が 10 万円減額になっておりますけども、以前お聞きしたところによりますと

約 2 割部分に相当する部分が寄付金としていただくということになってたと思い

ますけども、大体その臨時職員の給与及びその社会保険料というんですか、そう

いうところを足したところで約 300 万円近くになると思うんですが、この 10 万円

減額してあるということにつきまして、説明をお願いします。 

○観光商工課長（福留 弘明君） 議長、観光商工課長。 

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。 

○観光商工課長（福留 弘明君）  失礼いたします。若干の誤解もお持ちのようで
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ございますのでちょっとご説明をさせていただきたいのですが、この寄付金の当

初 60 万円見込んでおりましたものは、財団法人鳥取県サッカー協会が新しい財団

法人一般財団法人に移行する際に残余財産を処分しなければいけないということ

がございました。恵みの里公社も一緒でありまして、移行時に残っている残余部

分を自治体等に寄付すれば税金等を払わなくていいというのがございまして、そ

れを大山町に寄付する見込みがサッカー協会の場合 60 万円であったということで

ありまして、指導員として雇用しております 2 割を負担するというサッカー協会

が負担をする 2 割は直接本人にその 2 割部分を払っているわけでありましてこの

300 万の 2 割を町に入れるということではございません。直接の関係ではございま

せん。ただ、お世話になるからということでこれまでサッカー協会が残しておら

れる残余資産を何年かにわたって大山町の方にご寄付をいただくということでご

ざいますのでよろしくお願いいたします。   

○議長（野口 俊明君）     いいですか。他に質疑ありませんか。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 46 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君） 起立多数です。したがって、議案第 46 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 47 号 

○議長（野口 俊明君）    議案第 47 号 平成 25 年度大山町国民健康保険特別会計補

正予算（第 3 号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め・・ 

〔「7 番、早いですよ」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君） 早いって、手が遅いですが。はい 7 番、大森正治君。 

○議員(7 番 大森 正治君） はい、全協でご説明していただきましたが、また基金
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を繰り入れることになった、しなければならなくなった理由としまして医療給付

費が減っているにもかかわらずそうなった理由として高額の医療費の対象者の方

が減ったのでその分歳入が減ったというふうな説明がありましたけども、大雑把

に言いますと、その高額医療費にかかわるのかどうかちょっと分からないので、

お聞きするんですが、それ以外にも減っている部分があるわけですけどかなりそ

れは国庫支出金、特に財政調整交付金 7,500 万も減になっていますけども、これ

も同じような理由なんでしょうか。それとも他に理由があるなら説明してくださ

い。 

○住民生活課長(森田 典子君)  議長、住民生活課長。 

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。 

○住民生活課長(森田 典子君)    お答えいたします。おっしゃるとおりでして、医

療費の給付費の減ということが影響して歳入の方が減額となっておるものでござ

います。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。            

○議員(9 番 野口 昌作君)  議長、9 番。 

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口昌作君。 

○議長(9 番 野口 昌作君) 今、大森議員の質問と一緒なやなことでございますけ

ども、それは当初予算の状況ですと、共同基金の方から 9 割出るというようなこ

とになっていたのが、この療養費の方が減額になったことによって、1 割しか出ん

ようになったとかいうような、そういう数字的なことがあるですか、その辺ちょ

っと伺いたいです。 

○住民生活課長(森田 典子君) 議長、住民生活課長。 

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。 

○住民生活課長(森田 典子君)  歳入不足の内容についてお話しさせていただけ

ればよろしいでしょうか。 

歳入不足の基金を投入します 4,000 万円の額の理由といたしましては、共同事

業の関係、高額の医療費に対応します共同事業の関係の歳入で言いますと交付金、

歳出で言いますと拠出金、この金額の開きが歳入不足となっております。歳入不

足となっております開きの理由としましては、拠出金の方は要は国保連合会の方

に支払う方の拠出金の方は医療費が高いときの金額を基準としまして算定されて

おります。それに対しまして交付金、支払いを受ける歳入の方の交付金につきま

しては今回大きく減額となった医療費の金額を基準として算定されているために

この開きが大きくなりまして歳入不足約 4,000 万円ということになったというこ

とでございます。 

○議員(9 番 野口 昌作君) 議長。 
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○議長（野口 俊明君） 野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君)    そのことで大体だったら同額が減れば、療養費が減っ

たんだからこちらの方の共同の方からくる金額もそれだけ減ってくればいいもの

をぐっとよけ減ってきてしまうという状態になっとると、これはシステムとして

高い場合は全額出すけれども、低んなったら 1 割しか出さないというようなそう

いう決まり規則があることによって起きるわけですか、だいたいだったら同額だ

け減れば問題ないという具合に思ったりするです。その辺ちょっと教えていただ

きたい。 

○住民生活課長(森田 典子君)  議長、住民生活課長。 

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。 

○住民生活課長(森田 典子君)    お答えいたします。 

今、共同事業のシステムという言葉で表されましたが、システムという形でござ

います。先ほども申しあげましたが、拠出金の算定の基準となる額と交付金とし

て受け取る算定の基準となる額が一緒であれば先ほどおっしゃいましたように下

がった金額がそのまま交付金の方も医療費と同じ割合で減るということになるわ

けなんですけれども、共同事業の趣旨からしまして、高額の医療費に対して、そ

れぞれの各市町村が拠出金を出し合いまして、それぞれの市町村の高額な医療費

に対応するということでその年度ごとに高額な医療費がどれくらい各市町村に配

分になるかというのは、ばらばらなわけでございます。場合によっては拠出金は

少ないけれども高額な医療費がかかったから交付金をたくさん受けるという場合

もございますし、逆に今回の本町のように拠出金は多い金額で拠出をしながら医

療費が下がったことによって交付金が少なくなるといったような場合もございま

す。 

お互いのその互助と言いますか、助け合いといったような意味での共同事業の

趣旨でございますので、そういった考え方のもとで今回システムと言いますか、

そういう形の中での金額の算定といったことになっております。本町の過去数年

の状況を見ますと今言いました年によって交付金よりも救出金の方が多かったり

少なかったりっていうことがあると申し上げましたが、ここ数年の状況は本町医

療費が高かったですので、逆に拠出金よりも交付金を多くここ数年は受けていた

と、で、今年度につきましてはそれが医療費が下がったために逆に拠出金の方が

増えたといったようなことでございます。以上です。 

○議員(10 番 近藤 大介君) 議長 10 番。 

○議長（野口 俊明君） 10 番 近藤大介君。 

○議員(10 番 近藤 大介君) 国民健康保険の制度、住民生活に関わる大事なところ

だと思いますので、少しちょっとくどくどお話を伺いたいと思います。 
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合併後ほんの 4，5 年前までは、国民健康保険特別会計で基金が 3 億 6,000 万、

7,000 万ぐらい持っておったわけですけれども、ここ 3 年、4 年の間に約 3 億円基

金を取り崩す格好になってしまいました。今回の補正で当初予算では 2,000 万し

か基金崩さないはずだったのが、さらに 4,000 万の追加で今年度 6,000 万基金を

取り崩しました。結果としても残りの基金が 6,000 数百万しかなくなると、まあ、

そういった状況になるわけでございます。何でこんなに基金を崩さんといけなく

なったのかということで先ほどから二人の方が質問しておられるわけですけれど

も、私が見ますのに、間違とったら言って欲しいんですけども、国保は国からあ

るいは連合会から様々な財源が補てんされるわけで、足りない部分を国保の利用

者、町民の方から国保税という形で負担していただくという格好だろうと思いま

す。数年前からこの単町での負担が厳しくなってきたので、国保税は上げなけれ

ばならない、実際上げているんですけども、もっと上げなくてはいけないのでは

ないかという話があったんですが、景気も悪いといったようなこともあって、国

保の税率の引き上げを据え置いたり、あるいは上げ幅を低く抑えてきたというよ

うな状況だったと思います。25 年度もそういう状況で、財源が不足するのは分か

っていたので 2,000 万円は基金から取り崩すと、で、補てんするという話があり

ました。議員も議論する中で、基金がだんだん底を尽きかけて来とるからもうこ

の 2,000 万が最後だよと、もうこれ以上の基金の取り崩しは認められんよという

話を議論の中であったと思いますけど、その中でさらに 4,000 万今回崩すという

ことになっとるわけですけれども、結局のところ国から入ってくるその負担金で

あったり、あるいは交付金、連合会から入ってくるその交付金、負担金の歳入の

見積もりがやはり今年度甘かったのではないか。これぐらいはこれまで入って来

とるから 25 年度もこれだけ入ってくるだろうと見込んどったのが結果としてはそ

んなに入ってこなかった。だから言ってみればさらに 4,000 万の歳入欠陥が生じ

るような事態になったのではないかというふうに見せてもらってるんですけれど

も、私の認識が間違っているのでしょうか。 

○住民生活課長(森田 典子君) 議長、住民生活課長。 

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。 

○住民生活課長(森田 典子君)    お答えいたします。近藤議員さんのおっしゃいま

した内容、ほぼおっしゃるとおりかというふうに考えます。最後にありました見

込が甘かったのではないかということについてのみ少し説明をさせていただきま

す。25 年度当初予算のときには、平成 21 年度からずっと医療費が上がってきてお

りましたので、平成 25 年度の当初予算も医療費が上がるということで予算編成を

しております。まず、そこが見込み違いと言えば見込み違いであったということ

でございます。その上に、さらに上がるのではなく下がる方になったということ



 65 

で医療費が下がることになったということで、二重の見込み違いと言いますか、

上がるのではなく横ばいでもなく下がるといったようなことで、さらにその差が

大きくなったということでございます。以上です。 

○議員(10 番 近藤 大介君) 議長。 

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。 

○議員(10 番 近藤 大介君)    医療費が下がったということは、それだけ町民の皆さ

んが病院にかかる必要がなかったということなのでそれはほんとに喜ばしいこと

だと思うんですけれども、その医療費は下がったのに、負担が増えるというとこ

ろが我々議員も分からない、議員が分からないものをおそらく町民の皆さんもそ

の理屈が非常に理解いただけないんじゃないかと思うんですけれども、結局、医

療費の計算をする、あるいは交付金の計算をする過程が非常に複雑だそうですの

で、こういったことがあるのはある意味やむを得ない部分もあるんだろうなと思

うんですけれども、一番問題というか、我々がしっかり理解しておかなければな

らないのは、今年度もトータルで 6,000 万の基金の取り崩しをして、会計の財源

不足を補ったと、残りの基金は 6 千数百万で、これはほんとに何か万が一の時が

あった時のために残しておかなければならないということになりますと、必然的

に 26 年度は国保税は相当引き上げをせざるを得ないだろうというのは容易に想像

がつくわけでして、明日の議論になるのかもしれませんけれども、新年度の国民

健康保険の特別会計の予算書を見ますと、国民健康保険税の歳入の見込みがです

ね約 9,000 万、25 年度に比べて 26 年度は高い金額で設定されている。ざっくりし

た形で国民健康保険税は 26 年度約 2 割ぐらいは引き上げになるのかなというふう

に感じるわけですけれど、そういった認識で間違いないのか新年度の国保税の課

税なりの見通しについて少し説明をお願いします。 

○住民生活課長(森田 典子君) 議長、住民生活課長。 

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。 

○住民生活課長(森田 典子君)    お答えいたします。25 年度の今回上程しておりま

す補正予算の内容につきましては、今現在年度末を見込んで確実に支払いができ

る金額を予算化しているということでございます。例年のことですが、今の時期

の当初予算を組むことにしましても、見込みと言いますか非常に不確定な要素も

多々ある状況でございます。まず決算が終わりまして、そのあとの状況によりま

して次の新年度の予算を再計算するといったような流れが今後出てくるわけなん

ですけれども、そういった今後の流れの中で見ますと今回の時点で税を上げると

かというようなことは大変厳しい運営であることは間違いないわけなんですけれ

ども税をどれくらいあげるということをある程度具体化した形での新年度予算を

計上しておるというのでは今の時点ではございませんので、国保の予算の編成の
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流れとしまして、今後は決算をした後にきちんとした数字を反映したもので再計

算していくとその時点で税のことであったり、基金のことであったりそういった

ことを国保の運営協議会の方にもご意見をいただきながら決定していくというこ

とで進めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（野口 俊明君）     他にありませんか。 

○議員(4 番 圓岡 伸夫君)  議長。4 番。 

○議長（野口 俊明君） 4 番、圓岡 伸夫君。次年度予算に関わることは明日の予

算でやってください。 

○議員(4 番 圓岡 伸夫君)  11 ページの人間ドック等検診委託料です。人間ドック

等ということですので人間ドックだけではない、他の検診の含めてということで

あろうと思いますけれども、実際 160 万増えているわけですが主だったもので結

構です。どの程度の人数が増えたのか教えていただきたいと思います。 

○保健課長（後藤 英紀君）     議長、保健課長。 

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。 

○保健課長（後藤 英紀君）     お答えいたします。ご質問にありました検診等人間

ドック検診の委託料と書いてありますけども、これは人間ドックの検診の委託料

50 人分増しております、その分を増額したものでございます。これは申し込みの

数が多くなったということの反映であります。以上です。    

○議員(4 番 圓岡 伸夫君) 議長。 

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。 

○議員(4 番 圓岡 伸夫君)  初歩的なことを聞いて大変申し訳ないんですけど、当

初何人の見込みが 50 人増えたのか改めてお聞きしたいと思います。 

○保健課長（後藤 英紀君）     議長、保健課長。 

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。 

○保健課長（後藤 英紀君）     当初は 750 人を予定しておりました。 

○議長（野口 俊明君） 他にありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）    次に原案に賛成者の発言を許します。討論ありませんか。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 47 号を採決します。お諮りします。 
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本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）     起立多数です。 

したがって、議案第 47 号は、原案のとおり可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 48 号 

○議長（野口 俊明君）    これから、議案第 48 号 平成 25 年度大山町国民健康保険

診療所特別会計補正予算（第 3 号）について、質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

○議員(10 番 近藤 大介君) 議長、10 番。 

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。 

○議員(10 番 近藤 大介君)    先ほど国保の話の中で、平成 25 年度は医療費の支出

というかが少なかったという話がありました。今回、診療所の補正予算ですけれ

ども、歳入、収入ですね、診療所の収入が少なくなったと、診療収入が 2,580 万

ほど予算として少なくなったということで、経営する側としてはマイナスな面が

あるわけですけれど、患者さんのほとんどが町民の皆さんだと思えば、町民の皆

さんがそれだけ健康であったのは良かったかなとも思うわけでございますけども、

その中で後期高齢者の方の診療報酬がずいぶんほんとに少なくなってます。減額

幅が 1,600 万からの減額幅になってるわけですけれども、担当課としてこの収入

減をどのように分析しておられるのか、この辺について少し説明をいただきたい

のがまず 1 点でございます。 

もう 1 点でございまして、単純にほんとに住民の皆さんがお元気であるという

ことであればそれは私はほんとにいいことだなと思うんですけれども、収入が減

った中で、一般会計からの繰出金が増えております。一般会計からの持ち出しが、

新たに 1,850 万ほど一般会計からの持ち出しが増えてます。財源補てん分という

ふうに書いてありますけど要はこれは赤字補てんということだろうと思います。

少しこの財源補てん分の金額を少し説明していただきたいと思います。トータル

で 25 年度の 3 月ですから決算見込みとしてどこの診療所にいくらという形で財源

補てんがされるのか少し数字を細かく説明お願いします。 

○保健課長（後藤 英紀君） 議長、保健課長。 

○議長（野口 俊明君） 後藤保健課長。 

○保健課長（後藤 英紀君） 2 点いただきました。まず後期高齢者関係の診療報酬

が大きく減っております。これは診療所の方の所長とも話はしたんですけども、

後期高齢の方につきましては介護保険と言いますか、医療にかかるよりも介護保

険の方に移行する方もあるということで、そういった面で医療が介護保険の方に
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移行したということも考えられるというふうなことであります。後期高齢につき

ましては、理由はそのあたりなのかなというふうに考えているところであります。 

また、1,850 万強の一般会計からの繰り入れの増でありますけれども、これにつ

きましては、現在会計を閉めたわけでありませんので大体の見込みとして歳出の

方に余裕を見ながら計上しておるものであります。 

特にやはり大山診療所の方につきましては歳入と歳出の差がございまして、そ

この方に充てる分が一番多くなっております。具体的にいくらかということにつ

きましては説明させていただきますけど、大山口診療所がある程度の黒字が見込

めるというところであります。また名和診療所の方が歳入と歳出が同程度となる

見込であります。それから診療所を管轄します事務局ということで、一般職員の

給与部分等もこちらの方に入れておりますのでこれがそのほか事務経費も含めま

して大体 1,000 万程度入れるようになっております。大山診療所の方につきまし

ては詳細大体 2,000 万強というところでございます。以上です。 

○議員(10 番 近藤 大介君) 議長。 

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。 

○議員(10 番 近藤 大介君)    大山診療所の財源補てん、平たく言うと赤字補てんが

2,000 万強という説明でしたね、今年度の当初予算、細かいところまで把握はして

おりませんけど、26 年度の予算書でいくと財源補てん分が来年度は 3,878 万弱、

約 4,000 万近いわけで、そのほとんどが大山の診療所の財源補てんに充てられる

ということでございまして、かねてから議論もあるところですけれども、へき地

の医療ということの必要性はあるわけですが、本当にいくらまでならそこに税金

を投与できるのか、一般財源から投入できるのか、ほんとに一部特定のエリアの

人のための住民サービスでございますので、同じ 2,000 万、3,000 万を使うにして

もほんとにそれが高齢者の福祉のためとして、どうでも医療のためでなければな

らないのか、もっと違う形で周辺エリアの福祉サービスのために有効に使う道も

あるのではないかと思ったりするわけですけれども、今回の補正で 1,800 万一般

会計からさらに持ち出しをするということにあたってですね、その診療所、特に

大山診療所の経営改善あるいは方向性についてどのような方向性を考えておられ

るのか少し説明をお願いします。 

○町長（森田 増範君）     議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。 

○町長（森田 増範君）     大山診療所のことの今後ということでありますので、補

正の方との関係がどうなのかなと思いますけれども、実際の数字は確認をしてか

らでないといけないと思っております。大山診療所が無くなるということによっ

て大山口診療所の受診者がまた急増するということになりますれば、これはこれ
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でまた大きな問題もあろうと思っております。いろいろなことを勘案する中での

考え方にもっていかなければならないでないかと思っております。今はその程度

のお答えにかえさせていただきます。 

○議員(10 番 近藤 大介君) 議長。 

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。 

○議員(10 番 近藤 大介君)    先ほども言いましたように、補正でさらに 2000 万近

くの赤字補てんをするにあたって、今後の経営について何も検討はしておられな

いということで理解していいわけですか。 

○町長（森田 増範君） 議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。 

○町長（森田 増範君）     補正の状況の中で、今後決算の状況を踏まえたり、ある

いは償還の額が変わってくるということも当然あるわけでございますのでトータ

ル的な数字の積み重ねや確認する中で判断していかなければならないというぐあ

いに考えております。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。 

                                                〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。   

討論はありませんか。 

           〔「なし」と呼ぶ者あり〕     

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

                                            〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 48 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

             〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）    起立多数です。したがって、議案第 48 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 49 号 

○議長（野口 俊明君）    これから、議案第 49 号 平成 25 年度大山町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第 1 号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 
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討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 49 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）    起立多数です。したがって、議案第 49 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 50 号  

○議長（野口 俊明君）     議案第 50 号 平成 25 年度大山町介護保険特別会計補正予

算（第 3 号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。   

○議員(9 番 野口 昌作君)  議長、9 番。 

○議長（野口 俊明君） 9 番、野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君)  6 ページで、介護サービス等諸費ということで、非常

に増額になっておりますが、これは当初予算と比べて増額になっていおるという

ことでございますが、どういうような傾向の中でこういうことが起きたか、ちょ

っと教えていただきたい。 

○福祉介護課長(持田 隆昌君) 議長、福祉介護課長。 

○議長（野口 俊明君） 持田福祉介護課長。 

○福祉介護課長(持田 隆昌君)    ただ今の質問にお答えいたします。特に施設居宅

介護サービス給付費が増えております。これは施設に入っておられる方の介護サ

ービス給付が増えているということでございます。一人一人の状況をまだ具体的

に追っとりませんが、最近特に介護度の高い高齢者の方が重度化しているという

傾向が見受けられるというふうに分析しております。以上です。 

○議員(9 番 野口 昌作君)  議長。 

○議長（野口 俊明君） 9 番、野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君)  今、介護度の高い方が増えているというようなことで

ございますが、人数的にもやっぱり何十人か増えているという状況にありますか。 

○福祉介護課長(持田 隆昌君) 議長、福祉介護課長。 

○議長（野口 俊明君） 持田福祉介護課長。 

○福祉介護課長(持田 隆昌君)    お答えいたします。月ごとの正確な異動はちょっ

と把握しておりませんが、年度ごとで言いますと相当数 50 人とか、パーセントで
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言いますと全体の 0.3％なんですが、毎年確実に増えておりまして、平成 22 年度

から特にそれまでよりは介護認定の方が増えているという現状がございます。以

上です。 

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。   

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

                                                〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 50 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）    起立多数です。したがって、議案第 50 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 51 号 

○議長（野口 俊明君） これから、議案第 51 号 平成 25 年度大山町農業集落排水

事業特別会計補正予算（第 3 号）について､質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員(9 番 野口 昌作君)  議長、9 番。 

○議長（野口 俊明君） 9 番、野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君)  3 ページの方で現年度分の使用料というものがどこ

も下がっているわけでございますが、大体使用料って言いますのは１戸当たりの

使用料ということでそんなに変わらない、年間ですね、変わらない状況の中で推

移しているでないかと、金額的には１戸の負担が変わらない状況で推移している

でないかというぐあいに思ったりしますけれども、それがどこの処理区、特に大

山口処理区なんかは 144 万 1,000 円というようなことで、減額になったりしてい

ると、これはどういうことからこういう減額の状況が起きているのかなあと言う

ぐあいに思ったりしますので、その辺ちょっと説明いただきたいですし、それか

ら 5 ページの方にですね、委託料がございましてこれも減額になっておりますが、

委託料の算出がどういうような方法で算出になっているか、大体年間の水量は処

理量での委託料金が定められておって、その前のページにもあります利用量が減

ってくると収入が減る分だけは処理量が減ってきて、この委託料も減ってきてい
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るのかというやなこと、それから手数料も汚泥処分の手数料も減っておりますか

ら、同じような理由での減り方かということをちょっとお尋ねいたします。       

○水道課長（白石 貴和君） 議長、水道課長。  

○議長（野口 俊明君）     白石水道課長。 

○水道課長（白石 貴和君）     野口議員さんからの質問でありますけども、まず農

業集落事業の使用料の現年度分の減ということでありますけども、当初のところ

での受益人口、これを多く見ておるということがあっております。それで、大山

口処理区なんかあまりちょっと偏りすぎじゃないかというようなこともあるんで

すけども、当初人口の見すぎということで、これについてはご了解をお願いでき

たらというぐあいに思います。 

それと続いて委託料なんでありますけども、処理場の維持管理委託料でありま

すけども、これは業者の方から見積もりを取るなりして委託料を組んでいくわけ

でありますけれども、集落排水事業の方については 17 カ所というような、数の多

いような処理場の委託を契約をしておるということでありまして、そのへんでま

た委託、こちらの方も精査してこれはしなかったというようなことがあるわけで

ありまして、それらのことについて減額しておるところでありますし、汚泥脱水、

運搬ということについても、回数が減れば減ってくることであります。 

それと役務費であります汚泥の処分手数料でありますが、当初見込んでおった

部分よりもかなりの汚泥が減ったといいますか、ただ、汚泥が減ったといいまし

ても取るタイミングにもよるもんでして、年度末にでもよけい取るということに

なってきますとそれだけまた処分料上がってきますし、大体これが１月末くらい

の時点で押さえたところのこの数字ということでご了解願えればというぐあいに

思います。以上です。    

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。   

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 51 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 
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○議長（野口 俊明君）    起立多数です。したがって、議案第 51 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 52 号 

○議長（野口 俊明君）     これから、議案第 52 号 平成 25 年度大山町公共下水道事

業特別会計補正予算（第 2 号）について質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。   

討論はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。討論はありません

か。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 52 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）    起立多数です。したがって、議案第 52 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 53 号 

○議長（野口 俊明君） これから、議案第 53 号 平成 25 年度大山町風力発電事業

特別会計補正予算（第 1 号）について､質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〔（なし）と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 53 号を採決します。お諮りします。 
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本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）    起立多数です。したがって、議案第 53 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

議案第 54 号 

○議長（野口 俊明君）     これから、議案第 54 号 平成 25 年度大山町温泉事業特別

会計補正予算（第 3 号）について､質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 54 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）    起立多数です。したがって、議案第 54 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

    議案第 55 号 

○議長（野口 俊明君）     これから、議案第 55 号 平成 25 年度大山町宅地造成事業

特別会計補正予算（第 2 号）について､質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 55 号を採決します。お諮りします。 
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本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）    起立多数です。したがって、議案第 55 号は、原案のとお

り可決されました。                     

────────────────・───・───────────────    

    議案第 56 号 

○議長（野口 俊明君） これから、議案第 56 号 平成 25 年度大山町水道事業会計

補正予算（第 3 号）について､質疑を行います。 

 質疑はありませんか。    

○議員（9 番 野口 昌作君)  議長、9 番。 

○議長（野口 俊明君） 9 番、野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君)  9 ページ最後のページですけども、ここで工事請負

費が 1,000 万から減っておりますが、これはどういうような理由で 1,000 万もの

減額が出てきたかということをお伺いいたします。 

○水道課長（白石 貴和君） 議長、水道課長。  

○議長（野口 俊明君）     白石水道課長。 

○水道課長（白石 貴和君）     野口議員さんからの質問でありますけども、収益的

収入および支出の中の 2 番の配水管設備改良費、これの工事請負費が 1,012 万

3,000 円の減額ということでありますけども、これでありますが名和地区の方の水

道の配水池、水源地を監視をしております警送盤が壊れてしまいまして、一年以

上放置ということだったわけでありますけども 25 年度に予算を組んで修理をとい

うことでその予算を組むための改修の費用でありますけども、見積もりを取った

ところが 2,000 万強というような見積もりが来ております。それ以後どういう警

送システム、これからが配水池とか水源地を管理していくのが良いかといろいろ

業者の方とも相談したり、職員の方も勉強していったわけでありますけども、予

算見積もりを取った当初につきましては有線での管理ということを考えておりま

したけども、これが無線での管理ということをすると、あとあとからの通信費と

いうこともありませんし、かなり有効だということがあります。それと無線の業

者と相談してやりましたところかなりの費用が減額になってくるということがあ

りました。実際に業者と話をしまして、プロポをやりまして結果が 1000 万からの

減になったということになっております。ただ、これから水道施設、配水池なり

水源地なり、監視していきますに、自分の方もこれはいいシステムだというぐあ

いに思ったりしているところですんでぜひ工事も終わっておりますんで、議員さ

ん方も見ていただけたらというぐあいに思います。以上です。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 56 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）     起立多数です。 

したがって、議案第 56 号は、原案のとおり可決されました。 

────────────────・───・───────────────    

○議長（野口 俊明君）     間もなく 5 時になりますが、会期の都合上、本日の会議

は会議時間を延長し日程第 54、議案第 22 号の質疑、討論、採決終了まで審議を続

けたいと思いますのでよろしくお願いいたします。継続いたします。                  

────────────────・───・───────────────    

日程第 53 議案第 21 号  

○議長（野口 俊明君）    日程第 53、議案第 21 号  公の施設の指定管理者の指定に 

    ついて（大山町福祉センターなかやま及び大山町保健福祉センターだいせん）を 

議題にします。提案理由の説明を求めます。町長 森田 増範君。 

○町長 (森田 増範君) 議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。 

○町長 (森田 増範君) 議案第 21 号 公の施設の指定管理者の指定につきまして

（大山町福祉センターなかやま及び大山町保健福祉センターだいせん）につきま

して提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、大山町福祉センターなかやま及び大山町保健福祉センターだいせんの

管理につきまして、指定管理者の指定を行うため、地方自治法第 244 条の 2 第 6

項の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。 

両施設は、平成 18 年 9 月 1 日から現在に至るまで社会福祉法人大山町社会福祉

協議会を指定管理者として管理を委託しており、この間、平成 21 年 4 月 1 日に 1

度、契約を更改しております。 

現在の契約期間は平成 26 年 3 月 31 日をもって終了いたしますが、平成 26 年 4

月 1 日から同法人に対し、あらためて指定管理者の指定をするものであります。 
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社会福祉法人大山町社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき地域福祉の推進を

目的とする、営利を目的としない公共性の高い法人であり、現在に至るまで当該

施設の指定管理者として、公平な福祉事業を展開し良好な管理業務の実績がござ

います。 

 また、当該施設の目的が町民等の健康の増進、福祉の向上等に寄与することで

あることから、町が委託している地域支え合い事業や、介護保険による通所介護

事業等の拠点として、社会福祉協議会が、その事業目的を推進することに必要な

施設として、ふさわしいと考えているところであります。 

このような実績と、両施設の特質を考慮し、鳥取県西伯郡大山町赤坂 764 番地 

社会福祉法人大山町社会福祉協議会会長 明里好弘を公募によらない候補者とし

て選定をいたしました。 

指定管理者の指定につきましては、大山町公の施設の指定管理者の指定の手続

等に関する条例第 5 条に基づき指定管理者候補者選定委員会での審査を経て、本

議会に提案するものであります。 

なお、指定管理の期間は、平成 26 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日までの 5

年間といたしております。 

以上で議案第 21 号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げま

す。     

○議長（野口 俊明君）     これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕                               

○議長（野口 俊明君）     次に原案に賛成者の発言を許します。    

                                                〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 21 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）     起立多数です。したがって、議案第 21 号は、原案のとお

り可決されました。  

────────────────・───・───────────────    

日程第 54 議案第 22 号  

○議長（野口 俊明君）     日程第 54、議案第 22 号 公の施設の指定管理者の指定 



 78 

    について（大山町観光交流センター）を議題にします。 

提案理由の説明を求めます。町長 森田 増範君。 

○町長 (森田 増範君) 議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。 

○町長 (森田 増範君)    議案第 22 号 公の施設の指定管理者の指定につきまして

（大山町観光交流センター）につきまして提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、大山町観光交流センターの管理につきまして、指定管理者の指定を行

うため、地方自治法第 244 条の 2 第 6 項の規定に基づき議会の議決を求めるもの

でございます。 

本施設は、平成 21 年 4 月 1 日から、一般財団法人大山恵みの里公社を指定管理

者として、管理を委託してまいりました。 

契約期間は平成26年 3月 31日をもって終了いたしますが、平成26年 4月 1日から、

同団体に対し、あらためて指定管理者の指定をするものであります。 

本施設は、大山恵みの里づくり計画推進の中核と位置づけられている施設であ

りまして、道の駅「大山恵みの里」として活用され、駐車場・トイレ・情報提供

設備を有するほか、本町が誇ります大山の恵みを購入していただける物産販売コ

ーナー、大山の恵みを食材として利用した軽食喫茶コーナーなども併設し、大山

町の良さを広めていくアンテナショップとして位置付けているところであります。 

このため、本施設におきましては、この施設の特質を考慮し、「鳥取県西伯郡

大山町御来屋 328 番地 一般財団法人大山恵みの里公社 理事長 森田増範」を

公募によらない候補者として選定いたしました。 

ご承知のとおり、一般財団法人大山恵みの里公社は大山恵みの里づくり計画の

実現に必要な組織として設立された財団であり、既に大山ブランドの確立、町内

産品の販路拡大、生産者の組織化などに成果を生じてきており、先ほど述べまし

た本施設の運営目的達成には最適な団体であると考えておるところであります。 

指定管理者の指定につきましては、大山町公の施設の指定管理者の指定の手続

等に関する条例第 5 条に基づき、指定管理者候補者選定委員会での審査を経て、

本議会に提案するものでございます。 

なお、指定管理の期間は、平成 26 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日までの 5

年間といたしております。 

以上で議案第 22 号の提案理由の説明を終わります。よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（野口 俊明君）     これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議長(8 番 杉谷 洋一君) 議長、8 番。 

○議長（野口 俊明君） 8 番、杉谷洋一君。 
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○議長（8 番 杉谷 洋一君)  指定管理が別にどうこうというわけではないんで

すので、ちょっとお尋ねします。このセンターはですね、大山町が出資金 100％と

いうそういうセンターなんです。その施設は、山陰道名和中山が開通したことで、

大変交通の利便性が向上したわけなんですけども、通過者が増えて今日の最初の

町長の話でもあったように、10％ぐらい収益が落ちているというようなお話があ

りました。そこでこの収支決算書、計画書を見さしていただくと、26 年度の食堂

部門が 2,100 万ほど、あるいは物販部門が 5,500 万ということであがっとるわけ

でして、それがずうっといけば、平成 31 年までということになっとるわけなんで

すけど、ずっと 29 年あたりもですねその物販部門の売り上げが上がっとるわけな

んですけれど、平成 30 年には物販部門で 6,000 万、食堂部門が 2,300 万、物販で

は 500 万、あるいは食堂部門が 200 万ということになっとるわけなんですけど、

逆にですね、今現在が人がここに訪れる人が少なくなっているのにどうして逆に

増えているのか、そのあたりがちょっと不思議なもんですので、そのあたりの説

明をよろしくお願いします。                                                

○町長（森田 増範君）     議長。 

○議長（野口 俊明君） 森田町長。 

○町長（森田 増範君）     担当より答えさせていただきます。    

○観光商工課参事（齊藤 淳君）     議長、観光商工課参事。 

○議長（野口 俊明君）     齊藤観光商工課参事。 

○観光商工課参事（齊藤 淳君）     ご質問にお答えいたします。現在まで 5 年間、 

 道の駅を、観光交流センターですね、維持管理をしてまいりまして、その物販部

門とそれから食堂部門の売り上げが約 1 億近くございます。その売り上げが、や

はり昨年 12 月の山陰道の全線開通によりまして、落ちるというふうなことを見込

んで全体的に 26 年度以降の売り上げをですね、抑えているということであります。

ただ、そうは言いましても 30 年度までの間に、少しでも売り上げが伸ばせるよう

にそういう努力はしていかなければならないというふうに考えているところです。

以上です。 

○議員(8 番 杉谷 洋一君) 議長、8 番。 

○議長（野口 俊明君） 8 番、杉谷洋一君。 

○議員(8 番 杉谷 洋一君)  ということは、希望的な予算ということですか。

先々多分こういうふうに頑張って上がってくるわいやというようなこれ予算のち

ゅうかこの収支計算書なんでしょうか。私は逆にそのあたりは、大山町が出資金

100％出しとっても、別にそこまで考えんでも努力は分かるんですけど、逆にもう

ちょっと数字的に抑えてもいいんじゃないかと思ったり、それから人件費とか、

これ辺りはそういうので、交流人口が減ってくれば当然そこに利用される人も少
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ないわけですので、当然食堂のパート給与とか書いてあるわけなんですけど、人

数的にも下がってもいいんじゃないかなというふうに思うわけなんですけど、そ

のあたりもうちょっと説明お願いします。 

○観光商工課参事（齊藤 淳君）     議長、観光商工課参事。 

○議長（野口 俊明君）     齊藤観光商工課参事。 

○観光商工課参事（齊藤 淳君）     町の財産をお借りいたしまして一般財団法人大

山恵みの里公社が施設を維持管理しております。ある意味大山恵みの里計画の海

側の玄関口としてこの観光交流センター、道の駅は位置づけられているところで

あります。町出資 100％の組織とはいえ、やはり収益事業と、公益事業と両方取り

組んでいるところでありまして、ほかの部門においてなかなか思うような収益を

上げていない部門もある中で、ここ道の駅の経営をやはり最大限伸ばしていく、

そういう取り組みはまだできるというふうに考えております。そういった意味で

この向こう 5 年間ですね、収支見込みを作らせていただいているというところで

ございます。ご理解お願いします。 

○議員(8 番 杉谷 洋一君)  議長、すみません。 

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。 

○議員(8 番 杉谷 洋一君)    そうすると、平成 30 年度には大体どういうようなこと

を事業的に考えておられるのか。具体的にお示しいただきたいと思います。 

○観光商工課参事（齊藤 淳君）     議長、観光商工課参事。 

○議長（野口 俊明君）     齊藤観光商工課参事。 

○観光商工課参事（齊藤 淳君）     現在、道の駅では、町内の生産者の皆さんの生

鮮野菜等取り扱う物販部門、産直市等、それから主に加工場で加工しましたメン

チカツですとかハンバーグですとかコロッケ、そういったようなものを活用した

商品を提供しております。物販部門においてまだまだ売れるチャンスがありなが

ら、午後になりますと品薄状態が続くとか、町内産の産品をまだまだ生かしきれ

てないメニューといったものもあるわけでありまして、やはり、道の駅大山恵み

の里のオリジナリティーと言いますか、独自性と言いますか、そういったものが

十分発揮できていない面もあるのかなあというふうに思うわけです。そういった

ところをさらに町内の様々なお店、店舗そういったところと連携しながら、大山

町の魅力発信をしていくことで頑張れると考えております。以上です。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。 

○議員(9 番 野口 昌作君)  議長、9 番。 

○議長（野口 俊明君） 9 番、野口昌作君。 

○議員(9 番 野口 昌作君) この指定管理の関係でございますけれども、現在公社

でやっておられますが、聞くところによりますと株式会社ですか、民営化しなけ
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ればいけないというようなことがあったりしておるようでございますけれども、

そういうことになった場合はこの契約は一時解除ということになるかその点ちょ

っと伺いたいです。 

○総務課長（酒嶋 宏君）     議長、総務課長。 

○議長（野口 俊明君）     酒嶋総務課長。    

○総務課長（酒嶋 宏君）     基本的には契約の方、変更するだけでこのまま公社が

株式会社になっても継続できるというふうに考えております。 

○議長（野口 俊明君）     他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（野口 俊明君） 次に原案に賛成者の発言を許します。    

                                                〔「なし」と呼ぶ者あり〕    

○議長（野口 俊明君）     討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 22 号を採決します。お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔 賛成者起立 〕 

○議長（野口 俊明君）     起立多数です。したがって、議案第 22 号は、原案のとお

り可決されました。  

────────────────・───・───────────────    

散会報告   

○議長（野口 俊明君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

次会は、明日 3 月７日に会議を開き、残りました議案について質疑を行いますの

で、定刻午前 9 時 30 分までに本議場に集合してください。 

本日はこれで散会します。 

────────────────・───・───────────────    

午後 5 時 12 分 散会 
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